


色
の
橋
桁
を
見
せ
る
。
大
橋
を
見
る
の
は
二
度
目
だ
が
大
き
さ
と
美
し
さ
は
何
度
見
て
も
立
派
だ
。
天
気
も
よ

く
昼
頃
ま
で
こ
の
辺
り
の
写
真
を
撮
っ
た
り
、
大
橋
の
下
で
休
み
乍
ら
辺
り
を
見
物
す
る
。
大
橋
は
出
来
た
が

下
の
海
で
は
従
来
の
渡
し
舟
が
交
通
の
足
と
し
て
若
松
と
戸
畑
間
で
盛
ん
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
い
よ
い
よ
出

発
次
は
八
幡
の
陣
山
の
国
道
沿
の
親
類
の
家
。
武
野
マ
セ
様
の
家
へ
。
国
道
三
号
線
に
コ
ロ
ナ
電
業
社
の
カ
ン

バ
ン
が
目
印
。
マ
セ
様
は
年
輩
で
す
が
、
私
の
母
親
の
い
と
こ
の
よ
う
で
、
子
供
の
頃
母
親
の
実
家
東
唐
津
へ

里
帰
り
の
時
必
ず
こ
こ
に
泊
っ
て
帰
っ
て
い
た
の
で
お
ぼ
え
て
い
た
。
も
う
御
主
人
様
は
亡
く
な
っ
て
い
た
が

店
先
で
タ
バ
コ
の
販
売
を
し
て
い
た
。
今
夜
は
こ
こ
に
泊
る
事
に
し
た
。
こ
の
辺
り
は
巨
大
な
会
社
八
幡
製
鉄

所
や
安
川
電
機
の
町
関
連
の
企
業
も
多
く
、
近
く
の
黒
崎
駅
商
店
街
は
大
変
な
賑
わ
い
で
あ
る
。



二
十
日
　
雨

　
昭
和
四
十
年
十
二
月
二
十
日
大
学
の
冬
休
み
、
小
雨
徳

島
の
実
家
に
て
朝
七
時
頃
布
団
の
中
で
雨
が
降
っ
て
い
る

の
に
気
付
く
。
九
州
一
周
の
旅
に
出
発
す
る
の
を
母
親
は

心
配
し
て
中
止
に
し
た
ら
と
言
っ
て
い
る
。
自
分
も
半
ば

諦
め
、
天
候
の
加
減
を
見
に
起
き
出
す
。
空
は
ど
ん
よ
り

曇
り
冷
た
い
空
気
は
出
発
を
阻
む
か
の
よ
う
。
心
の
中
は

予
定
通
り
出
発
し
た
く
て
落
着
か
な
い
。
午
前
十
時
頃
小

雨
に
な
る
。
今
だ
と
ば
か
り
我
が
家
を
飛
び
出
す
。
目
的

地
は
香
川
県
高
松
港
だ
。
先
ず
実
家
近
く
の
吉
野
川
の
橋

を
渡
る
。
此
の
橋
は
河
口
に
近
い
為
川
巾
広
く
橋
の
全
長

一
〇
七
〇
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
。
川
巾
を
満
々
と
流
れ
る
景

色
は
悪
天
候
を
吹
き
払
う
感
じ
だ
。
間
も
な
く
徳
島
唯
一

の
飛
行
場
が
右
に
見
え
て
く
る
。
前
方
に
鳴
門
の
町
が
近

づ
く
。
市
内
を
過
ぎ
海
岸
線
に
出
る
。
辺
り
は
塩
田
が
広

が
り
、
眼
前
に
は
海
を
跨
い
だ
釣
橋
が
鮮
や
か
な
朱
色
で

高松港のあけぼの丸

横
た
え
て
い
る
。
そ
の
後
は
す
ぐ
香
川
県
に
入
る
。
休
む
事
な
く
か
な
り
の
ス
ピ
ー
ド
で
海
岸
通
り
を
景
色
を

眺
め
乍
ら
高
松
港
へ
ひ
た
す
ら
走
る
。
二
時
頃
に
は
港
に
着
く
。
早
速
九
州
ま
で
の
船
の
手
配
に
掛
か
る
。
予

定
の
別
府
行
き
は
自
転
車
は
乗
せ
な
い
と
の
事
で
小
倉
行
き
の
便
に
変
更
に
な
る
。
こ
れ
で
コ
ー
ス
も
急
遽
逆

廻
り
に
変
更
す
る
。
午
後
四
時
あ
け
ぼ
の
丸
に
乗
船
す
る
。
当
然
一
番
安
い
二
等
船
室
に
入
り
寝
袋
を
拡
げ
す

ぐ
寝
る
こ
と
に
す
る
。
正
月
の
帰
省
客
ら
し
き
七
名
程
で
あ
っ
た
が
、
途
中
松
山
港
で
大
勢
乗
っ
て
来
て
大
変

混
み
あ
っ
た
。
松
山
港
か
ら
乗
り
込
ん
だ
同
室
の
見
知
ら
ぬ
お
爺
さ
ん
が
長
旅
に
出
る
私
に
自
分
の
畑
で
作
っ

た
み
か
ん
を
沢
山
持
っ
て
行
き
な
と
く
れ
る
。
あ
り
が
た
く
い
た
だ
く
。
見
知
ら
ぬ
人
達
と
会
話
を
し
な
が
ら

眠
り
に
つ
く
。

二
十
一
日
　
晴

　
小
倉
港
に
早
朝
六
時
五
十
分
着
。
さ
す
が
に
寒
い
。
自
転
車
を
受
け
取
り
小
倉
駅
に
向
う
。
駅
前
の
定
食
屋

に
て
朝
食
。
そ
の
後
大
学
の
同
級
生
超
美
人
の
阿
部
珠
世
様
の
実
家
を
さ
が
す
。
阿
部
医
院
が
そ
れ
。
立
派
な

お
屋
敷
で
あ
る
。
た
ず
ね
る
と
、
玄
関
か
ら
奥
の
室
に
行
く
の
に
右
側
中
庭
を
見
な
が
ら
廊
下
を
、
し
ば
ら
く

し
て
珠
世
様
が
東
京
よ
り
帰
り
面
会
す
る
。
偶
然
で
あ
る
。
更
に
私
が
東
京
で
ア
ル
バ
イ
ト
し
た
給
料
を
持
っ

て
来
て
く
れ
て
い
た
。
阿
部
医
院
の
御
屋
敷
と
珠
世
様
と
別
れ
、
小
倉
城
へ
。

　
記
念
の
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を
散
歩
し
、
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派
な

お
屋
敷
で
あ
る
。
た
ず
ね
る
と
、
玄
関
か
ら
奥
の
室
に
行
く
の
に
右
側
中
庭
を
見
な
が
ら
廊
下
を
、
し
ば
ら
く

し
て
珠
世
様
が
東
京
よ
り
帰
り
面
会
す
る
。
偶
然
で
あ
る
。
更
に
私
が
東
京
で
ア
ル
バ
イ
ト
し
た
給
料
を
持
っ

て
来
て
く
れ
て
い
た
。
阿
部
医
院
の
御
屋
敷
と
珠
世
様
と
別
れ
、
小
倉
城
へ
。

　
記
念
の
写
真
を
撮
り
そ
の
辺
り
を
散
歩
し
、
戸
畑
に
向
か
う
。
す
ぐ
若
戸
大
橋
が
戸
畑
駅
の
裏
に
雄
大
な
朱

色
の
橋
桁
を
見
せ
る
。
大
橋
を
見
る
の
は
二
度
目
だ
が
大
き
さ
と
美
し
さ
は
何
度
見
て
も
立
派
だ
。
天
気
も
よ

く
昼
頃
ま
で
こ
の
辺
り
の
写
真
を
撮
っ
た
り
、
大
橋
の
下
で
休
み
乍
ら
辺
り
を
見
物
す
る
。
大
橋
は
出
来
た
が

下
の
海
で
は
従
来
の
渡
し
舟
が
交
通
の
足
と
し
て
若
松
と
戸
畑
間
で
盛
ん
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
い
よ
い
よ
出

発
次
は
八
幡
の
陣
山
の
国
道
沿
の
親
類
の
家
。
武
野
マ
セ
様
の
家
へ
。
国
道
三
号
線
に
コ
ロ
ナ
電
業
社
の
カ
ン

バ
ン
が
目
印
。
マ
セ
様
は
年
輩
で
す
が
、
私
の
母
親
の
い
と
こ
の
よ
う
で
、
子
供
の
頃
母
親
の
実
家
東
唐
津
へ

里
帰
り
の
時
必
ず
こ
こ
に
泊
っ
て
帰
っ
て
い
た
の
で
お
ぼ
え
て
い
た
。
も
う
御
主
人
様
は
亡
く
な
っ
て
い
た
が

店
先
で
タ
バ
コ
の
販
売
を
し
て
い
た
。
今
夜
は
こ
こ
に
泊
る
事
に
し
た
。
こ
の
辺
り
は
巨
大
な
会
社
八
幡
製
鉄

所
や
安
川
電
機
の
町
関
連
の
企
業
も
多
く
、
近
く
の
黒
崎
駅
商
店
街
は
大
変
な
賑
わ
い
で
あ
る
。

小倉駅

小倉城



二
十
二
日
　
晴

　
八
時
に
起
き
、
マ
セ
様
の
朝
食
よ
ば
れ
小
遣
い
も
い

た
だ
き
出
発
。
今
日
の
目
的
地
は
母
親
の
実
家
東
唐
津

へ
。
国
道
三
号
線
を
博
多
に
向
う
。
黒
崎
を
す
ぎ
た
こ

ろ
よ
り
す
ご
い
霧
の
中
危
険
な
状
態
に
な
る
。
五
〇
メ
ー

ト
ル
先
が
確
認
で
き
な
い
。
慎
重
に
ペ
ダ
ル
を
踏
む
。

博
多
に
近
づ
く
と
道
路
巾
が
広
く
な
り
博
多
に
入
る
。

福
岡
で
一
番
賑
や
か
な
天
神
通
り
を
自
転
車
を
押
し
乍

ら
町
中
を
見
て
ま
わ
る
。
さ
す
が
九
州
一
の
都
会
だ
ね
。

町
中
に
は
美
人
も
多
い
活
気
も
あ
る
。
こ
れ
で
疲
れ
て

い
な
け
れ
ば
博
多
の
町
を
見
て
ま
わ
れ
た
が
、
朝
か
ら

走
り
っ
ぱ
な
し
で
疲
れ
も
あ
り
道
中
先
が
遠
い
の
で
、

天
神
通
り
を
唐
津
方
面
へ
。
ま
も
な
く
福
岡
城
跡
の
石

垣
と
堀
と
平
和
台
球
場
が
左
側
に
見
え
て
く
る
。

福岡城跡と平和台球場



大濠公園

♫♫酒はのめのめのむならばー
母里大丘衛の長屋



　
城
跡
の
入
口
に
屋
台
の
焼
芋
を
買
い
昼
食
に
す
る
。
こ
の
頃
よ
り
天
候
が
あ
や
し
く
な
る
。
こ
れ
は
大
変
、

目
的
地
東
唐
津
へ
急
ぐ
。
遠
く
虹
ノ
松
原
ま
で
海
岸
線
は
玄
海
国
定
公
園
に
指
定
さ
れ
て
、
道
路
は
整
備
さ
れ
、

海
岸
線
の
景
色
は
天
候
が
悪
い
の
で
色
の
濃
淡
と
水
平
線
と
海
岸
線
の
曲
線
と
沖
に
は
点
々
と
島
々
と
船
の
航

行
が
見
え
自
然
の
美
だ
。
ま
も
な
く
前
方
に
虹
ノ
松
原
が
霞
ん
で
見
え
出
し
た
。
こ
の
頃
よ
り
雨
が
降
り
出
す
。

全
力
で
ス
ピ
ー
ド
を
あ
げ
る
。
松
原
ま
で
来
た
時
は
び
し
ょ
ぬ
れ
に
に
な
る
。
松
原
の
中
を
一
気
に
東
唐
津
駅

に
飛
び
込
む
。
松
原
の
雄
大
さ
は
想
像
以
上
だ
。
山
手
側
に
は
有
名
な
鏡
山
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
の
眺
め
は
玄

海
灘
を
上
か
ら
見
る
の
だ
か
ら
素
晴
ら
し
い
景
色
だ
と

思
う
。
夏
は
定
期
バ
ス
が
頂
上
ま
で
運
行
し
て
い
る
と

の
こ
と
。
松
原
の
海
岸
線
の
沿
線
前
方
に
高
台
の
突
端

が
舞
鶴
城
跡
が
あ
る
。
今
、
天
守
閣
復
元
工
事
中
で
あ

る
。
こ
の
海
岸
線
手
前
に
あ
る
母
親
の
実
家
浦
方
家
に

泊
る
。
家
の
裏
の
木
戸
を
あ
け
る
と
海
で
あ
る
。
砂
浜

に
家
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
子
供
の
頃
何
度
も
来
て
い

る
の
で
家
は
す
ぐ
わ
か
る
。
こ
こ
で
雨
の
為
二
泊
お
世

話
に
な
る
。

浦方様の子供と



二
十
三
日
　
雨

二
十
四
日
　
雪

　
午
前
八
時
起
床
し
、
外
は
雪
が
降
っ
て
い
る
。
前
日

休
ん
だ
為
日
程
が
な
く
、
雪
の
中
を
長
崎
に
向
け
出
発

す
る
。
強
い
風
と
雪
が
顔
面
に
叩
き
つ
け
る
。
片
手
で

さ
え
ぎ
り
な
が
ら
重
い
ペ
ダ
ル
を
踏
む
。
伊
万
里
に
入

る
と
増
々
ひ
ど
く
な
り
と
う
と
う
靴
の
中
ま
で
水
が
入

り
冷
た
く
な
る
。
佐
世
保
を
過
ぎ
る
と
や
っ
と
小
雪
に

な
る
が
寒
さ
は
厳
し
い
。
佐
世
保
か
ら
西
海
橋
ま
で
道

路
は
良
く
整
備
さ
れ
広
い
両
側
に
は
等
間
隔
に
シ
ュ
ロ

の
樹
が
前
方
に
の
び
て
南
国
の
雰
囲
気
を
作
っ
て
い
る
。

す
ぐ
西
海
橋
に
着
く
。
想
像
よ
り
意
外
に
小
さ
く
感
じ

た
。
余
り
の
寒
さ
に
小
さ
く
感
じ
た
か
。
そ
の
後
長
崎

市
ま
で
悪
路
を
ひ
た
す
ら
走
る
。
や
っ
と
日
暮
れ
に
到

着
す
る
。

母の実家の木戸あけたら海



伊万里付近の雪の中

佐世保に入る

西海橋



然
出
逢
う
。
勿
論
長
崎
の
ユ
ー
ス
の
近
く
の
食
堂
に
居
た
こ
と
を
確
認
し
た
が
、
こ
ん
な
偶
然
あ
る
の
か
ふ
し

ぎ
ふ
し
ぎ
。
そ
の
後
ユ
ー
ス
に
入
り
風
呂
で
旅
の
疲
れ
を
癒
し
、
長
崎
市
内
へ
。
一
番
賑
や
か
な
浜
市
、
観
光

通
り
商
店
街
を
散
歩
。
お
ど
ろ
い
た
。
路
面
が
装
飾
さ
れ
他
の
地
方
で
は
見
ら
れ
な
い
立
派
で
美
し
い
商
店
街

で
あ
っ
た
。
ユ
ー
ス
に
帰
る
と
同
室
の
人
と
楽
し
く
話
し
な
が
ら
寝
る
。

二
十
五
日
　
晴

　
午
前
八
時
ユ
ー
ス
を
出
発
す
る
。
昨
日
か
ら
う
っ
て
変
わ

り
今
日
は
朝
か
ら
快
晴
。
気
分
よ
く
朝
の
長
崎
市
内
見
物
し

な
が
ら
、
定
番
の
大
浦
天
主
堂
。
グ
ラ
バ
ー
邸
へ
と
向
か
う
。

途
中
唐
人
町
の
レ
ン
ガ
造
り
の
建
物
が
眼
に
入
る
。
高
台
に

あ
る
グ
ラ
バ
ー
邸
か
ら
の
眺
め
は
長
崎
湾
が
眼
下
に
一
望
。

大
き
な
船
や
小
さ
な
船
の
航
行
。雄
大
で
奇
麗
な
風
景
チ
ョ
ッ

ピ
リ
異
国
ム
ー
ド
の
長
崎
を
確
認
し
て
次
の
目
的
地
。
雲
仙
、

島
原
へ
と
ペ
ダ
ル
を
踏
む
。
長
崎
市
内
か
ら
ど
の
方
向
に
向

う
も
数
キ
ロ
の
坂
を
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
頂
上
の
ト

ン
ネ
ル
を
過
ぎ
や
っ
と
脱
出
す
る
。

　
平
和
公
園
、浦
上
天
主
堂
を
見
て
今
夜
の
宿
を
ど
う
す
る
か
考
え
た
。旅
館
、ホ
テ
ル
は
資
金
的
に
無
理
。ユ
ー

ス
ホ
ス
テ
ル
（
Ｙ
Ｈ
）
な
ら
安
い
の
を
思
い
出
し
、
長
崎
駅
な
ら
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
の
本
が
あ
る
だ
ろ
う
と
駅

に
急
ぐ
。
あ
っ
た
。
す
ぐ
電
話
で
予
約
す
る
と
夕
食
は
終
わ
っ
た
か
ら
泊
り
だ
け
な
ら
と
手
配
す
る
。
駅
か
ら

近
く
で
助
か
る
。
今
夜
は
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ヴ
の
為
町
は
大
変
な
賑
わ
い
で
あ
る
。
夕
食
は
ユ
ー
ス
近
く
の
定
食

屋
に
入
る
。
カ
ウ
ン
タ
ー
向
側
に
超
美
人
三
姉
妹
。
こ
ん
な
定
食
屋
み
た
い
な
所
に
超
美
人
が
居
る
と
は
さ
す

が
長
崎
か
。
何
年
か
後
、
時
間
待
ち
で
入
っ
た
我
が
田
舎
徳
島
駅
近
く
の
喫
茶
店
で
こ
の
三
姉
妹
の
一
人
に
偶

平和公園

浦上天主堂
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な
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平
和
公
園
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上
天
主
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見
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今
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の
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を
ど
う
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え
た
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。
カ
ウ
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ー
向
側
に
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美
人
三
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。
こ
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定
食
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に
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昨
日
の
天
候
が
一
変
暖
か
い
春
と
な
る
。
諫
早
を
通

過
す
る
と
広
々
と
し
た
田
園
の
中
を
一
本
の
国
道
が
は

る
か
前
方
に
延
び
て
い
る
。
道
の
両
側
に
等
間
隔
の
南

国
特
有
の
シ
ュ
ロ
の
樹
が
遠
く
ま
で
続
く
。
ペ
ダ
ル
も

軽
い
。
愛
野
町
で
道
が
左
右
に
分
か
れ
る
。
左
へ
は
海

岸
通
り
の
島
原
ま
で
二
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
あ
る
。
右

は
雲
仙
ま
で
三
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
急
な
山
登
り
あ
り
。

我
自
転
車
は
右
雲
仙
を
目
指
す
。
し
ば
ら
く
行
く
と
、

小
浜
温
泉
が
あ
る
。
有
明
海
に
面
し
至
る
所
か
ら
煙
が

吹
き
上
げ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
雲
仙
へ
の
登
り
口
。
頂

上
ま
で
急
な
一
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
山
登
り
。
途
中
天

候
が
い
い
の
で
上
か
ら
有
明
海
の
キ
ラ
キ
ラ
海
面
の
反

射
を
眺
め
る
。
間
も
な
く
雲
仙
温
泉
街
に
着
く
。
頂
上

は
さ
す
が
に
寒
く
樹
氷
だ
ら
け
。
地
獄
巡
り
を
見
物
し

て
、
今
日
の
宿
泊
地
島
原
へ
向
う
。
す
ぐ
左
手
に
ゴ
ル

フ
場
が
。
こ
ん
な
頂
上
に
大
変
古
い
有
名
な
雲
仙
ゴ
ル

グラバー邸より
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仙
温
泉
街
に
着
く
。
頂
上

は
さ
す
が
に
寒
く
樹
氷
だ
ら
け
。
地
獄
巡
り
を
見
物
し

て
、
今
日
の
宿
泊
地
島
原
へ
向
う
。
す
ぐ
左
手
に
ゴ
ル

フ
場
が
。
こ
ん
な
頂
上
に
大
変
古
い
有
名
な
雲
仙
ゴ
ル

フ
場
を
見
な
が
ら
一
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
ペ
ダ
ル
踏
ま
ず
一
気
に
下
る
が
寒
い
こ
と
手
足
が
凍
る
。
先
ず
島
原

港
へ
明
日
の
渡
し
船
の
発
時
刻
を
調
べ
、
町
を
散
歩
し
な
が
ら
Ｙ
Ｈ
幸
利
屋
に
着
く
。

諫早国道雲仙へ

小浜温泉



　
昨
日
の
天
候
が
一
変
暖
か
い
春
と
な
る
。
諫
早
を
通

過
す
る
と
広
々
と
し
た
田
園
の
中
を
一
本
の
国
道
が
は

る
か
前
方
に
延
び
て
い
る
。
道
の
両
側
に
等
間
隔
の
南

国
特
有
の
シ
ュ
ロ
の
樹
が
遠
く
ま
で
続
く
。
ペ
ダ
ル
も

軽
い
。
愛
野
町
で
道
が
左
右
に
分
か
れ
る
。
左
へ
は
海

岸
通
り
の
島
原
ま
で
二
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
あ
る
。
右

は
雲
仙
ま
で
三
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
急
な
山
登
り
あ
り
。

我
自
転
車
は
右
雲
仙
を
目
指
す
。
し
ば
ら
く
行
く
と
、

小
浜
温
泉
が
あ
る
。
有
明
海
に
面
し
至
る
所
か
ら
煙
が

吹
き
上
げ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
雲
仙
へ
の
登
り
口
。
頂

上
ま
で
急
な
一
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
山
登
り
。
途
中
天

候
が
い
い
の
で
上
か
ら
有
明
海
の
キ
ラ
キ
ラ
海
面
の
反

射
を
眺
め
る
。
間
も
な
く
雲
仙
温
泉
街
に
着
く
。
頂
上

は
さ
す
が
に
寒
く
樹
氷
だ
ら
け
。
地
獄
巡
り
を
見
物
し

て
、
今
日
の
宿
泊
地
島
原
へ
向
う
。
す
ぐ
左
手
に
ゴ
ル

フ
場
が
。
こ
ん
な
頂
上
に
大
変
古
い
有
名
な
雲
仙
ゴ
ル

雲仙へ登り途中天然記念物の杉

雲仙登り途中有明海のキラキラ



　
本
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
雲
仙
ま
で
の
景
色
は
国
定
公
園
な
の
で
道
路
の
整
備
が
最
高
だ
。
雲
仙
に
も
真
新
し

い
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
（
Ｙ
Ｈ
）
が
で
き
て
い
た
。
一
般
者
シ
ー
ツ
は
七
〇
〇
円
二
食
は
飯
は
喰
べ
ほ
う
だ
い
。

会
員
は
五
〇
〇
円
で
あ
る
。
温
泉
は
天
然
温
泉
豊
富
だ
。
参
考
ま
で
。

雲仙の町頂上

雲仙地獄巡り

二
十
七
日
　
晴

　
今
日
の
目
的
地
は
同
級
生
の
田
中
正
勝
君
の
実
家

へ
。
鹿
児
島
県
姶
良
郡
。
午
前
七
時
五
十
分
発
本
渡

か
ら
水
俣
行
の
渡
し
舟
で
約
二
時
間
三
十
分
の
遊
覧

を
楽
し
む
。
水
俣
病
で
有
名
な
水
俣
に
十
時
二
十
分

着
。
こ
こ
で
同
行
の
二
人
と
分
か
れ
る
。
彼
達
は
鹿

児
島
市
内
と
指
宿
の
見
物
に
元
気
に
旅
立
っ
た
。
電

車
で
。
自
分
は
自
転
車
で
田
中
家
を
目
指
す
。
内
陸

に
向
っ
て
出
発
す
る
と
す
ぐ
山
登
り
に
な
る
。
地
図

に
は
一
級
国
道
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
以
上
の

悪
路
は
な
い
。
自
転
車
に
は
ほ
と
ん
ど
乗
れ
ず
汗
を

か
き
な
が
ら
押
し
上
げ
る
。
そ
の
中
た
ま
に
自
動
車

が
砂
埃
り
を
残
し
て
走
り
去
る
。
砂
埃
り
か
ぶ
り
な

が
ら
の
山
登
り
が
続
く
。
途
中
一
軒
家
の
雑
貨
屋
で

喰
べ
物
を
少
し
置
い
て
た
の
で
昼
飯
と
す
る
。
店
番

の
娘
さ
ん
こ
れ
ま
た
ビ
ッ
ク
リ
こ
ん
な
山
奥
で
動
物

し
か
住
ん
で
な
い
所
で
超
美
人
。
思
わ
ず
聞
い
た
ね
。
そ
し
た
ら
こ
れ
か
ら
行
く
方
向
の
薩
摩
大
口
高
校
の
生

徒
と
の
事
で
し
た
。
思
い
出
に
残
る
美
少
女
で
し
た
。

　
更
に
山
登
っ
て
栗
野
町
の
田
中
様
の
実
家
を
尋
ね
た
ず
ね
午
後
四
時
や
っ
と
の
思
い
で
到
着
。
顔
面
は
埃
だ

ら
け
、
眼
は
赤
く
充
血
し
、
田
中
様
の
父
上
様
と
母
上
様
も
突
然
の
訪
問
に
驚
き
の
顔
。
す
ぐ
お
風
呂
の
用
意

と
食
事
で
夜
遅
く
ま
で
父
上
様
の
話
を
聞
き
か
せ
て
も
ら
う
。
鹿
児
島
人
の
父
上
様
は
焼
酎
を
燗
を
し
な
が
ら

の
話
で
あ
る
。



島原港

二
十
六
日
　
晴

　
島
原
港
朝
七
時
二
十
分
発
。
朝
一
番
の
三
角
行
き
に
自
転

車
と
共
に
乗
り
込
む
。
約
一
時
間
の
有
明
海
の
遊
覧
。
三
角

に
着
く
。
こ
れ
か
ら
熊
本
市
内
に
向
け
て
海
岸
線
を
つ
っ
走

る
。
昨
日
の
山
登
り
の
疲
れ
か
ペ
ダ
ル
が
重
い
。
昼
頃
水
前

寺
公
園
に
。
そ
の
後
市
内
見
物
と
熊
本
城
へ
一
応
見
物
を
終

え
ま
た
三
角
ま
で
引
返
す
。
三
角
か
ら
小
さ
な
舟
で
有
明
海

の
天
草
諸
島
を
巡
り
、
午
後
四
時
頃
下
島
の
本
渡
に
着
く
。

水前寺公園

二
十
七
日
　
晴

　
今
日
の
目
的
地
は
同
級
生
の
田
中
正
勝
君
の
実
家

へ
。
鹿
児
島
県
姶
良
郡
。
午
前
七
時
五
十
分
発
本
渡

か
ら
水
俣
行
の
渡
し
舟
で
約
二
時
間
三
十
分
の
遊
覧

を
楽
し
む
。
水
俣
病
で
有
名
な
水
俣
に
十
時
二
十
分

着
。
こ
こ
で
同
行
の
二
人
と
分
か
れ
る
。
彼
達
は
鹿

児
島
市
内
と
指
宿
の
見
物
に
元
気
に
旅
立
っ
た
。
電

車
で
。
自
分
は
自
転
車
で
田
中
家
を
目
指
す
。
内
陸

に
向
っ
て
出
発
す
る
と
す
ぐ
山
登
り
に
な
る
。
地
図

に
は
一
級
国
道
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
以
上
の

悪
路
は
な
い
。
自
転
車
に
は
ほ
と
ん
ど
乗
れ
ず
汗
を

か
き
な
が
ら
押
し
上
げ
る
。
そ
の
中
た
ま
に
自
動
車

が
砂
埃
り
を
残
し
て
走
り
去
る
。
砂
埃
り
か
ぶ
り
な

が
ら
の
山
登
り
が
続
く
。
途
中
一
軒
家
の
雑
貨
屋
で

喰
べ
物
を
少
し
置
い
て
た
の
で
昼
飯
と
す
る
。
店
番

の
娘
さ
ん
こ
れ
ま
た
ビ
ッ
ク
リ
こ
ん
な
山
奥
で
動
物

し
か
住
ん
で
な
い
所
で
超
美
人
。
思
わ
ず
聞
い
た
ね
。
そ
し
た
ら
こ
れ
か
ら
行
く
方
向
の
薩
摩
大
口
高
校
の
生

徒
と
の
事
で
し
た
。
思
い
出
に
残
る
美
少
女
で
し
た
。

　
更
に
山
登
っ
て
栗
野
町
の
田
中
様
の
実
家
を
尋
ね
た
ず
ね
午
後
四
時
や
っ
と
の
思
い
で
到
着
。
顔
面
は
埃
だ

ら
け
、
眼
は
赤
く
充
血
し
、
田
中
様
の
父
上
様
と
母
上
様
も
突
然
の
訪
問
に
驚
き
の
顔
。
す
ぐ
お
風
呂
の
用
意

と
食
事
で
夜
遅
く
ま
で
父
上
様
の
話
を
聞
き
か
せ
て
も
ら
う
。
鹿
児
島
人
の
父
上
様
は
焼
酎
を
燗
を
し
な
が
ら

の
話
で
あ
る
。



熊本城

熊本市内

二
十
七
日
　
晴

　
今
日
の
目
的
地
は
同
級
生
の
田
中
正
勝
君
の
実
家

へ
。
鹿
児
島
県
姶
良
郡
。
午
前
七
時
五
十
分
発
本
渡

か
ら
水
俣
行
の
渡
し
舟
で
約
二
時
間
三
十
分
の
遊
覧

を
楽
し
む
。
水
俣
病
で
有
名
な
水
俣
に
十
時
二
十
分

着
。
こ
こ
で
同
行
の
二
人
と
分
か
れ
る
。
彼
達
は
鹿

児
島
市
内
と
指
宿
の
見
物
に
元
気
に
旅
立
っ
た
。
電

車
で
。
自
分
は
自
転
車
で
田
中
家
を
目
指
す
。
内
陸

に
向
っ
て
出
発
す
る
と
す
ぐ
山
登
り
に
な
る
。
地
図

に
は
一
級
国
道
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
以
上
の

悪
路
は
な
い
。
自
転
車
に
は
ほ
と
ん
ど
乗
れ
ず
汗
を

か
き
な
が
ら
押
し
上
げ
る
。
そ
の
中
た
ま
に
自
動
車

が
砂
埃
り
を
残
し
て
走
り
去
る
。
砂
埃
り
か
ぶ
り
な

が
ら
の
山
登
り
が
続
く
。
途
中
一
軒
家
の
雑
貨
屋
で

喰
べ
物
を
少
し
置
い
て
た
の
で
昼
飯
と
す
る
。
店
番

の
娘
さ
ん
こ
れ
ま
た
ビ
ッ
ク
リ
こ
ん
な
山
奥
で
動
物

し
か
住
ん
で
な
い
所
で
超
美
人
。
思
わ
ず
聞
い
た
ね
。
そ
し
た
ら
こ
れ
か
ら
行
く
方
向
の
薩
摩
大
口
高
校
の
生

徒
と
の
事
で
し
た
。
思
い
出
に
残
る
美
少
女
で
し
た
。

　
更
に
山
登
っ
て
栗
野
町
の
田
中
様
の
実
家
を
尋
ね
た
ず
ね
午
後
四
時
や
っ
と
の
思
い
で
到
着
。
顔
面
は
埃
だ

ら
け
、
眼
は
赤
く
充
血
し
、
田
中
様
の
父
上
様
と
母
上
様
も
突
然
の
訪
問
に
驚
き
の
顔
。
す
ぐ
お
風
呂
の
用
意

と
食
事
で
夜
遅
く
ま
で
父
上
様
の
話
を
聞
き
か
せ
て
も
ら
う
。
鹿
児
島
人
の
父
上
様
は
焼
酎
を
燗
を
し
な
が
ら

の
話
で
あ
る
。



キリシタン墓地 　
早
速
キ
リ
シ
タ
ン
墓
地
を
見
て
ま
わ
る
。
地
元
の
高
校
生
と
知
り
合
い
他
の
墓
地
や
メ
ガ
ネ
橋
や
天
草
の
乱

激
戦
地
な
ど
案
内
し
て
く
れ
た
。
こ
の
頃
よ
り
将
来
天
草
諸
島
を
橋
で
結
ぶ
工
事
が
始
め
ら
れ
て
い
る
。
今
日

の
宿
Ｙ
Ｈ
苓
洲
館
に
落
ち
着
く
。偶
然
に
長
崎
の
Ｙ
Ｈ
で
逢
っ
た
人
達
と
再
会
し
同
室
の
五
人
と
な
る
。大
阪
人
、

静
岡
人
、
東
京
人
、
川
崎
人
、
徳
島
人
の
メ
ン
バ
ー
と
な
る
。
夜
は
各
人
の
九
州
旅
行
の
予
定
を
。
楽
し
い
会

話
で
遅
く
ま
で
続
く
。

天草キリシタン墓地より本渡市内

天
草
の
乱
激
戦
地

二
十
七
日
　
晴

　
今
日
の
目
的
地
は
同
級
生
の
田
中
正
勝
君
の
実
家

へ
。
鹿
児
島
県
姶
良
郡
。
午
前
七
時
五
十
分
発
本
渡

か
ら
水
俣
行
の
渡
し
舟
で
約
二
時
間
三
十
分
の
遊
覧

を
楽
し
む
。
水
俣
病
で
有
名
な
水
俣
に
十
時
二
十
分

着
。
こ
こ
で
同
行
の
二
人
と
分
か
れ
る
。
彼
達
は
鹿

児
島
市
内
と
指
宿
の
見
物
に
元
気
に
旅
立
っ
た
。
電

車
で
。
自
分
は
自
転
車
で
田
中
家
を
目
指
す
。
内
陸

に
向
っ
て
出
発
す
る
と
す
ぐ
山
登
り
に
な
る
。
地
図

に
は
一
級
国
道
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
以
上
の

悪
路
は
な
い
。
自
転
車
に
は
ほ
と
ん
ど
乗
れ
ず
汗
を

か
き
な
が
ら
押
し
上
げ
る
。
そ
の
中
た
ま
に
自
動
車

が
砂
埃
り
を
残
し
て
走
り
去
る
。
砂
埃
り
か
ぶ
り
な

が
ら
の
山
登
り
が
続
く
。
途
中
一
軒
家
の
雑
貨
屋
で

喰
べ
物
を
少
し
置
い
て
た
の
で
昼
飯
と
す
る
。
店
番

の
娘
さ
ん
こ
れ
ま
た
ビ
ッ
ク
リ
こ
ん
な
山
奥
で
動
物

し
か
住
ん
で
な
い
所
で
超
美
人
。
思
わ
ず
聞
い
た
ね
。
そ
し
た
ら
こ
れ
か
ら
行
く
方
向
の
薩
摩
大
口
高
校
の
生

徒
と
の
事
で
し
た
。
思
い
出
に
残
る
美
少
女
で
し
た
。

　
更
に
山
登
っ
て
栗
野
町
の
田
中
様
の
実
家
を
尋
ね
た
ず
ね
午
後
四
時
や
っ
と
の
思
い
で
到
着
。
顔
面
は
埃
だ

ら
け
、
眼
は
赤
く
充
血
し
、
田
中
様
の
父
上
様
と
母
上
様
も
突
然
の
訪
問
に
驚
き
の
顔
。
す
ぐ
お
風
呂
の
用
意

と
食
事
で
夜
遅
く
ま
で
父
上
様
の
話
を
聞
き
か
せ
て
も
ら
う
。
鹿
児
島
人
の
父
上
様
は
焼
酎
を
燗
を
し
な
が
ら

の
話
で
あ
る
。



二
十
七
日
　
晴

　
今
日
の
目
的
地
は
同
級
生
の
田
中
正
勝
君
の
実
家

へ
。
鹿
児
島
県
姶
良
郡
。
午
前
七
時
五
十
分
発
本
渡

か
ら
水
俣
行
の
渡
し
舟
で
約
二
時
間
三
十
分
の
遊
覧

を
楽
し
む
。
水
俣
病
で
有
名
な
水
俣
に
十
時
二
十
分

着
。
こ
こ
で
同
行
の
二
人
と
分
か
れ
る
。
彼
達
は
鹿

児
島
市
内
と
指
宿
の
見
物
に
元
気
に
旅
立
っ
た
。
電

車
で
。
自
分
は
自
転
車
で
田
中
家
を
目
指
す
。
内
陸

に
向
っ
て
出
発
す
る
と
す
ぐ
山
登
り
に
な
る
。
地
図

に
は
一
級
国
道
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
以
上
の

悪
路
は
な
い
。
自
転
車
に
は
ほ
と
ん
ど
乗
れ
ず
汗
を

か
き
な
が
ら
押
し
上
げ
る
。
そ
の
中
た
ま
に
自
動
車

が
砂
埃
り
を
残
し
て
走
り
去
る
。
砂
埃
り
か
ぶ
り
な

が
ら
の
山
登
り
が
続
く
。
途
中
一
軒
家
の
雑
貨
屋
で

喰
べ
物
を
少
し
置
い
て
た
の
で
昼
飯
と
す
る
。
店
番

の
娘
さ
ん
こ
れ
ま
た
ビ
ッ
ク
リ
こ
ん
な
山
奥
で
動
物

水俣駅

し
か
住
ん
で
な
い
所
で
超
美
人
。
思
わ
ず
聞
い
た
ね
。
そ
し
た
ら
こ
れ
か
ら
行
く
方
向
の
薩
摩
大
口
高
校
の
生

徒
と
の
事
で
し
た
。
思
い
出
に
残
る
美
少
女
で
し
た
。

　
更
に
山
登
っ
て
栗
野
町
の
田
中
様
の
実
家
を
尋
ね
た
ず
ね
午
後
四
時
や
っ
と
の
思
い
で
到
着
。
顔
面
は
埃
だ

ら
け
、
眼
は
赤
く
充
血
し
、
田
中
様
の
父
上
様
と
母
上
様
も
突
然
の
訪
問
に
驚
き
の
顔
。
す
ぐ
お
風
呂
の
用
意

と
食
事
で
夜
遅
く
ま
で
父
上
様
の
話
を
聞
き
か
せ
て
も
ら
う
。
鹿
児
島
人
の
父
上
様
は
焼
酎
を
燗
を
し
な
が
ら

の
話
で
あ
る
。



二
十
七
日
　
晴

　
今
日
の
目
的
地
は
同
級
生
の
田
中
正
勝
君
の
実
家

へ
。
鹿
児
島
県
姶
良
郡
。
午
前
七
時
五
十
分
発
本
渡

か
ら
水
俣
行
の
渡
し
舟
で
約
二
時
間
三
十
分
の
遊
覧

を
楽
し
む
。
水
俣
病
で
有
名
な
水
俣
に
十
時
二
十
分

着
。
こ
こ
で
同
行
の
二
人
と
分
か
れ
る
。
彼
達
は
鹿

児
島
市
内
と
指
宿
の
見
物
に
元
気
に
旅
立
っ
た
。
電

車
で
。
自
分
は
自
転
車
で
田
中
家
を
目
指
す
。
内
陸

に
向
っ
て
出
発
す
る
と
す
ぐ
山
登
り
に
な
る
。
地
図

に
は
一
級
国
道
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
以
上
の

悪
路
は
な
い
。
自
転
車
に
は
ほ
と
ん
ど
乗
れ
ず
汗
を

か
き
な
が
ら
押
し
上
げ
る
。
そ
の
中
た
ま
に
自
動
車

が
砂
埃
り
を
残
し
て
走
り
去
る
。
砂
埃
り
か
ぶ
り
な

が
ら
の
山
登
り
が
続
く
。
途
中
一
軒
家
の
雑
貨
屋
で

喰
べ
物
を
少
し
置
い
て
た
の
で
昼
飯
と
す
る
。
店
番

の
娘
さ
ん
こ
れ
ま
た
ビ
ッ
ク
リ
こ
ん
な
山
奥
で
動
物

し
か
住
ん
で
な
い
所
で
超
美
人
。
思
わ
ず
聞
い
た
ね
。
そ
し
た
ら
こ
れ
か
ら
行
く
方
向
の
薩
摩
大
口
高
校
の
生

徒
と
の
事
で
し
た
。
思
い
出
に
残
る
美
少
女
で
し
た
。

　
更
に
山
登
っ
て
栗
野
町
の
田
中
様
の
実
家
を
尋
ね
た
ず
ね
午
後
四
時
や
っ
と
の
思
い
で
到
着
。
顔
面
は
埃
だ

ら
け
、
眼
は
赤
く
充
血
し
、
田
中
様
の
父
上
様
と
母
上
様
も
突
然
の
訪
問
に
驚
き
の
顔
。
す
ぐ
お
風
呂
の
用
意

と
食
事
で
夜
遅
く
ま
で
父
上
様
の
話
を
聞
き
か
せ
て
も
ら
う
。
鹿
児
島
人
の
父
上
様
は
焼
酎
を
燗
を
し
な
が
ら

の
話
で
あ
る
。

薩摩大口までの山登り

薩摩大口駅

が
在
る
。
例
え
ば
幕
府
か
ら
出
さ
れ
た
西
郷
、
平
野
次
郎
、

高
杉
晋
作
の
人
相
書
の
逮
捕
状
な
ど
一
時
間
程
見
学
し
、
い

よ
い
よ
鹿
児
島
の
町
へ
。
磯
浜
Ｙ
Ｈ
に
自
転
車
を
預
け
歩
い

て
市
内
見
物
す
る
。
先
ず
東
郷
墓
地
↓
鹿
児
島
駅
へ
。
さ
す

が
南
国
だ
。
商
店
の
店
先
に
ヤ
シ
の
実
、ザ
ボ
ン
、パ
イ
ナ
ッ

プ
ル
が
ず
ら
り
と
並
ん
で
い
る
。
そ
れ
か
ら
山
の
方
へ
南
洲

墓
地
。
西
南
の
役
の
戦
死
者
の
墓
を
こ
こ
に
集
め
た
も
の
。

更
に
城
山
鶴
丸
城
跡
の
登
口
に
南
洲
終
焉
の
地
。
流
れ
弾
に

当
り
こ
こ
ま
で
逃
げ
て
き
て
切
腹
し
た
場
所
。
更
に
登
る
と

城
山
中
程
に
南
洲
洞
窟
が
あ
る
。
西
南
の
役
に
於
い
て
薩
摩

軍
の
最
後
の
本
営
と
し
て
使
用
し
た
場
所
。
更
に
登
り
頂
上

の
展
望
台
に
出
る
と
市
内
と
桜
島
が
一
望
で
き
る
。
山
を
お

り
て
西
郷
隆
盛
像
と
照
国
神
社
を
見
て
、
町
の
繁
華
街
天
文

官
通
り
を
散
歩
す
る
。
暮
も
せ
ま
り
大
勢
の
買
い
物
客
で
賑

わ
っ
て
い
る
。
し
ば
ら
く
町
中
を
見
物
し
て
宿
舎
に
向
う
が

途
中
甘
い
物
が
欲
し
く
な
り
、
お
汁
粉
を
喰
べ
て
宿
舎
磯
浜

Ｙ
Ｈ
へ
。
夕
食
は
三
〇
人
位
の
旅
行
者
と

一
緒
に
食
事
を
す
る
。
そ
の
場
で
、
食
事

を
作
る
お
ば
さ
ん
が
実
物
を
見
せ
な
が
ら

し
て
く
れ
る
桜
島
ダ
イ
コ
ン
の
説
明
を
聞

く
。で
か
く
て
丸
い
そ
れ
は
バ
ス
ケ
の
ボ
ー

ル
位
あ
る
。
食
後
は
見
知
ら
ぬ
者
同
志
で

会
話
し
て
明
日
は
み
な
別
々
の
行
動
に
な

る
。
こ
の
磯
浜
Ｙ
Ｈ
は
島
津
家
の
別
邸
で

昔
の
ま
ま
の
古
い
木
造
建
築
で
正
面
に
海

と
桜
島
が
見
え
る
最
高
の
Ｙ
Ｈ
だ
っ
た

二
十
九
日
　
晴

　
八
時
五
分
発
桜
島
行
フ
ェ
リ
ー
に
乗
る
。
今
日
も
日
本

晴
れ
だ
。
空
は
噴
煙
あ
る
の
み
だ
。
噴
煙
の
右
手
よ
り
大

き
な
太
陽
が
登
り
海
に
反
射
し
て
気
持
ち
の
い
い
朝
だ
。

十
五
分
程
で
桜
島
に
着
く
。
上
陸
し
溶
岩
道
路
を
し
ば
ら

く
走
る
が
火
山
の
凄
さ
を
見
せ
付
け
ら
れ
る
。
林
芙
美
子

の
碑
が
見
え
て
く
る
。
桜
島
を
バ
ッ
ク
に
作
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
後
垂
水
市
ま
で
は
海
岸
線
の
い
い
道
路
が
続
く
が
、

そ
の
後
の
鹿
屋
市
か
ら
志
布
志
ー
串
間
市
ー
日
南
ま
で
悪

路
の
連
続
で
あ
る
。
自
転
車
は
舗
装
さ
れ
て
な
い
と
ス
ピ
ー

ド
が
出
せ
な
い
し
パ
ン
ク
の
恐
れ
で
走
れ
な
く
ス
ピ
ー
ド

ダ
ウ
ン
さ
せ
る
。
一
級
国
道
で
も
こ
の
時
代
と
し
て
は
田

舎
は
こ
ん
な
も
の
か
と
ひ
た
す
ら
ペ
ダ
ル
を
慎
重
に
踏
む
。

志
布
志
の
日
南
海
岸
国
定
公
園
出
る
と
砂
浜
は
ベ
ー
ジ
ュ

色
、
海
は
真
青
に
輝
く
太
陽
に
照
ら
さ
れ
て
見
事
な
景
色

で
あ
る
。
道
路
は
依
然
と
し
て
悪
路
が
続
く
。
日
南
市
に

入
っ
た
頃
日
没
に
な
る
。
今
日
の
目
的
地
宮
崎
市
ま
で
が
届
か
ず
そ
の
ま
ま
行
く
か
迷
っ
て
た
ら
Ｙ
Ｈ
の
看
板

発
見
。
こ
ん
な
所
に
Ｙ
Ｈ
が
日
南
市
大
堂
津
猪
崎
鼻
Ｙ
Ｈ
と
あ
る
。
立
寄
っ
て
申
し
込
む
と
気
持
好
く
Ｏ
Ｋ
。

こ
の
Ｙ
Ｈ
は
で
き
た
ば
か
り
の
新
し
い
宿
舎
で
案
内
ブ
ッ
ク
に
は
ま
だ
記
さ
れ
て
な
い
。
親
切
な
管
理
人
様
の

奥
様
と
娘
さ
ん
で
運
営
し
て
い
た
。
泊
り
客
は
一
〇
名
位
で
食
後
管
理
人
様
の
家
族
を
交
え
ス
ト
ー
ブ
を
囲
み

夜
十
一
時
ま
で
楽
し
く
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
。
そ
の
中
で
日
の
出
が
最
高
と
言
う
猪
崎
鼻
岬
が
す
ぐ
そ
こ
と
教
わ
る
。



二
十
七
日
　
晴

　
今
日
の
目
的
地
は
同
級
生
の
田
中
正
勝
君
の
実
家

へ
。
鹿
児
島
県
姶
良
郡
。
午
前
七
時
五
十
分
発
本
渡

か
ら
水
俣
行
の
渡
し
舟
で
約
二
時
間
三
十
分
の
遊
覧

を
楽
し
む
。
水
俣
病
で
有
名
な
水
俣
に
十
時
二
十
分

着
。
こ
こ
で
同
行
の
二
人
と
分
か
れ
る
。
彼
達
は
鹿

児
島
市
内
と
指
宿
の
見
物
に
元
気
に
旅
立
っ
た
。
電

車
で
。
自
分
は
自
転
車
で
田
中
家
を
目
指
す
。
内
陸

に
向
っ
て
出
発
す
る
と
す
ぐ
山
登
り
に
な
る
。
地
図

に
は
一
級
国
道
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
以
上
の

悪
路
は
な
い
。
自
転
車
に
は
ほ
と
ん
ど
乗
れ
ず
汗
を

か
き
な
が
ら
押
し
上
げ
る
。
そ
の
中
た
ま
に
自
動
車

が
砂
埃
り
を
残
し
て
走
り
去
る
。
砂
埃
り
か
ぶ
り
な

が
ら
の
山
登
り
が
続
く
。
途
中
一
軒
家
の
雑
貨
屋
で

喰
べ
物
を
少
し
置
い
て
た
の
で
昼
飯
と
す
る
。
店
番

の
娘
さ
ん
こ
れ
ま
た
ビ
ッ
ク
リ
こ
ん
な
山
奥
で
動
物

し
か
住
ん
で
な
い
所
で
超
美
人
。
思
わ
ず
聞
い
た
ね
。
そ
し
た
ら
こ
れ
か
ら
行
く
方
向
の
薩
摩
大
口
高
校
の
生

徒
と
の
事
で
し
た
。
思
い
出
に
残
る
美
少
女
で
し
た
。

　
更
に
山
登
っ
て
栗
野
町
の
田
中
様
の
実
家
を
尋
ね
た
ず
ね
午
後
四
時
や
っ
と
の
思
い
で
到
着
。
顔
面
は
埃
だ

ら
け
、
眼
は
赤
く
充
血
し
、
田
中
様
の
父
上
様
と
母
上
様
も
突
然
の
訪
問
に
驚
き
の
顔
。
す
ぐ
お
風
呂
の
用
意

と
食
事
で
夜
遅
く
ま
で
父
上
様
の
話
を
聞
き
か
せ
て
も
ら
う
。
鹿
児
島
人
の
父
上
様
は
焼
酎
を
燗
を
し
な
が
ら

の
話
で
あ
る
。

二
十
八
日
　
晴

　
昨
夜
は
突
然
の
訪
問
で
御
迷
惑
か
け
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
午
前
八
時
食
事
し
な
が
ら
鹿
児
島
市
内
の
名

所
の
説
明
、
見
学
の
順
序
を
教
え
て
い
た
だ
き
お
礼
を
言
っ
て
九
時
市
内
へ
向
け
発
つ
。
昼
前
に
は
海
岸
線
に

出
る
。
今
日
も
天
候
は
絶
好
の
観
光
日
和
。
左
前
方
に
不
気
味
に
噴
火
す
る
桜
島
を
眺
め
な
が
ら
つ
っ
走
る
。

市
内
に
入
る
と
す
ぐ
磯
公
園
に
到
着
。
約
三
百
年
前
島
津
二
十
代
光
久
公
が
別
邸
と
し
て
建
て
た
跡
で
あ
る
。

現
在
は
遊
園
地
と
し
て
い
る
。
そ
の
隣
は
島
津
家
七
百
年
の
史
的
資
料
ま
た
工
芸
品
を
陳
列
し
た
尚
古
集
成
館

が
在
る
。
例
え
ば
幕
府
か
ら
出
さ
れ
た
西
郷
、
平
野
次
郎
、

高
杉
晋
作
の
人
相
書
の
逮
捕
状
な
ど
一
時
間
程
見
学
し
、
い

よ
い
よ
鹿
児
島
の
町
へ
。
磯
浜
Ｙ
Ｈ
に
自
転
車
を
預
け
歩
い

て
市
内
見
物
す
る
。
先
ず
東
郷
墓
地
↓
鹿
児
島
駅
へ
。
さ
す

が
南
国
だ
。
商
店
の
店
先
に
ヤ
シ
の
実
、ザ
ボ
ン
、パ
イ
ナ
ッ

プ
ル
が
ず
ら
り
と
並
ん
で
い
る
。
そ
れ
か
ら
山
の
方
へ
南
洲

墓
地
。
西
南
の
役
の
戦
死
者
の
墓
を
こ
こ
に
集
め
た
も
の
。

更
に
城
山
鶴
丸
城
跡
の
登
口
に
南
洲
終
焉
の
地
。
流
れ
弾
に

当
り
こ
こ
ま
で
逃
げ
て
き
て
切
腹
し
た
場
所
。
更
に
登
る
と

城
山
中
程
に
南
洲
洞
窟
が
あ
る
。
西
南
の
役
に
於
い
て
薩
摩

軍
の
最
後
の
本
営
と
し
て
使
用
し
た
場
所
。
更
に
登
り
頂
上

の
展
望
台
に
出
る
と
市
内
と
桜
島
が
一
望
で
き
る
。
山
を
お

り
て
西
郷
隆
盛
像
と
照
国
神
社
を
見
て
、
町
の
繁
華
街
天
文

官
通
り
を
散
歩
す
る
。
暮
も
せ
ま
り
大
勢
の
買
い
物
客
で
賑

わ
っ
て
い
る
。
し
ば
ら
く
町
中
を
見
物
し
て
宿
舎
に
向
う
が

途
中
甘
い
物
が
欲
し
く
な
り
、
お
汁
粉
を
喰
べ
て
宿
舎
磯
浜

城山の展望台より市内

隆盛像

照国神社

Ｙ
Ｈ
へ
。
夕
食
は
三
〇
人
位
の
旅
行
者
と

一
緒
に
食
事
を
す
る
。
そ
の
場
で
、
食
事

を
作
る
お
ば
さ
ん
が
実
物
を
見
せ
な
が
ら

し
て
く
れ
る
桜
島
ダ
イ
コ
ン
の
説
明
を
聞

く
。で
か
く
て
丸
い
そ
れ
は
バ
ス
ケ
の
ボ
ー

ル
位
あ
る
。
食
後
は
見
知
ら
ぬ
者
同
志
で

会
話
し
て
明
日
は
み
な
別
々
の
行
動
に
な

る
。
こ
の
磯
浜
Ｙ
Ｈ
は
島
津
家
の
別
邸
で

昔
の
ま
ま
の
古
い
木
造
建
築
で
正
面
に
海

と
桜
島
が
見
え
る
最
高
の
Ｙ
Ｈ
だ
っ
た

二
十
九
日
　
晴

　
八
時
五
分
発
桜
島
行
フ
ェ
リ
ー
に
乗
る
。
今
日
も
日
本

晴
れ
だ
。
空
は
噴
煙
あ
る
の
み
だ
。
噴
煙
の
右
手
よ
り
大

き
な
太
陽
が
登
り
海
に
反
射
し
て
気
持
ち
の
い
い
朝
だ
。

十
五
分
程
で
桜
島
に
着
く
。
上
陸
し
溶
岩
道
路
を
し
ば
ら

く
走
る
が
火
山
の
凄
さ
を
見
せ
付
け
ら
れ
る
。
林
芙
美
子

の
碑
が
見
え
て
く
る
。
桜
島
を
バ
ッ
ク
に
作
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
後
垂
水
市
ま
で
は
海
岸
線
の
い
い
道
路
が
続
く
が
、

そ
の
後
の
鹿
屋
市
か
ら
志
布
志
ー
串
間
市
ー
日
南
ま
で
悪

路
の
連
続
で
あ
る
。
自
転
車
は
舗
装
さ
れ
て
な
い
と
ス
ピ
ー

ド
が
出
せ
な
い
し
パ
ン
ク
の
恐
れ
で
走
れ
な
く
ス
ピ
ー
ド

ダ
ウ
ン
さ
せ
る
。
一
級
国
道
で
も
こ
の
時
代
と
し
て
は
田

舎
は
こ
ん
な
も
の
か
と
ひ
た
す
ら
ペ
ダ
ル
を
慎
重
に
踏
む
。

志
布
志
の
日
南
海
岸
国
定
公
園
出
る
と
砂
浜
は
ベ
ー
ジ
ュ

色
、
海
は
真
青
に
輝
く
太
陽
に
照
ら
さ
れ
て
見
事
な
景
色

で
あ
る
。
道
路
は
依
然
と
し
て
悪
路
が
続
く
。
日
南
市
に

入
っ
た
頃
日
没
に
な
る
。
今
日
の
目
的
地
宮
崎
市
ま
で
が
届
か
ず
そ
の
ま
ま
行
く
か
迷
っ
て
た
ら
Ｙ
Ｈ
の
看
板

発
見
。
こ
ん
な
所
に
Ｙ
Ｈ
が
日
南
市
大
堂
津
猪
崎
鼻
Ｙ
Ｈ
と
あ
る
。
立
寄
っ
て
申
し
込
む
と
気
持
好
く
Ｏ
Ｋ
。

こ
の
Ｙ
Ｈ
は
で
き
た
ば
か
り
の
新
し
い
宿
舎
で
案
内
ブ
ッ
ク
に
は
ま
だ
記
さ
れ
て
な
い
。
親
切
な
管
理
人
様
の

奥
様
と
娘
さ
ん
で
運
営
し
て
い
た
。
泊
り
客
は
一
〇
名
位
で
食
後
管
理
人
様
の
家
族
を
交
え
ス
ト
ー
ブ
を
囲
み

夜
十
一
時
ま
で
楽
し
く
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
。
そ
の
中
で
日
の
出
が
最
高
と
言
う
猪
崎
鼻
岬
が
す
ぐ
そ
こ
と
教
わ
る
。
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七
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今
日
の
目
的
地
は
同
級
生
の
田
中
正
勝
君
の
実
家

へ
。
鹿
児
島
県
姶
良
郡
。
午
前
七
時
五
十
分
発
本
渡

か
ら
水
俣
行
の
渡
し
舟
で
約
二
時
間
三
十
分
の
遊
覧

を
楽
し
む
。
水
俣
病
で
有
名
な
水
俣
に
十
時
二
十
分

着
。
こ
こ
で
同
行
の
二
人
と
分
か
れ
る
。
彼
達
は
鹿

児
島
市
内
と
指
宿
の
見
物
に
元
気
に
旅
立
っ
た
。
電

車
で
。
自
分
は
自
転
車
で
田
中
家
を
目
指
す
。
内
陸

に
向
っ
て
出
発
す
る
と
す
ぐ
山
登
り
に
な
る
。
地
図

に
は
一
級
国
道
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
以
上
の

悪
路
は
な
い
。
自
転
車
に
は
ほ
と
ん
ど
乗
れ
ず
汗
を

か
き
な
が
ら
押
し
上
げ
る
。
そ
の
中
た
ま
に
自
動
車

が
砂
埃
り
を
残
し
て
走
り
去
る
。
砂
埃
り
か
ぶ
り
な

が
ら
の
山
登
り
が
続
く
。
途
中
一
軒
家
の
雑
貨
屋
で

喰
べ
物
を
少
し
置
い
て
た
の
で
昼
飯
と
す
る
。
店
番

の
娘
さ
ん
こ
れ
ま
た
ビ
ッ
ク
リ
こ
ん
な
山
奥
で
動
物

し
か
住
ん
で
な
い
所
で
超
美
人
。
思
わ
ず
聞
い
た
ね
。
そ
し
た
ら
こ
れ
か
ら
行
く
方
向
の
薩
摩
大
口
高
校
の
生

徒
と
の
事
で
し
た
。
思
い
出
に
残
る
美
少
女
で
し
た
。

　
更
に
山
登
っ
て
栗
野
町
の
田
中
様
の
実
家
を
尋
ね
た
ず
ね
午
後
四
時
や
っ
と
の
思
い
で
到
着
。
顔
面
は
埃
だ

ら
け
、
眼
は
赤
く
充
血
し
、
田
中
様
の
父
上
様
と
母
上
様
も
突
然
の
訪
問
に
驚
き
の
顔
。
す
ぐ
お
風
呂
の
用
意

と
食
事
で
夜
遅
く
ま
で
父
上
様
の
話
を
聞
き
か
せ
て
も
ら
う
。
鹿
児
島
人
の
父
上
様
は
焼
酎
を
燗
を
し
な
が
ら

の
話
で
あ
る
。

二
十
八
日
　
晴

　
昨
夜
は
突
然
の
訪
問
で
御
迷
惑
か
け
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
午
前
八
時
食
事
し
な
が
ら
鹿
児
島
市
内
の
名

所
の
説
明
、
見
学
の
順
序
を
教
え
て
い
た
だ
き
お
礼
を
言
っ
て
九
時
市
内
へ
向
け
発
つ
。
昼
前
に
は
海
岸
線
に

出
る
。
今
日
も
天
候
は
絶
好
の
観
光
日
和
。
左
前
方
に
不
気
味
に
噴
火
す
る
桜
島
を
眺
め
な
が
ら
つ
っ
走
る
。

市
内
に
入
る
と
す
ぐ
磯
公
園
に
到
着
。
約
三
百
年
前
島
津
二
十
代
光
久
公
が
別
邸
と
し
て
建
て
た
跡
で
あ
る
。

現
在
は
遊
園
地
と
し
て
い
る
。
そ
の
隣
は
島
津
家
七
百
年
の
史
的
資
料
ま
た
工
芸
品
を
陳
列
し
た
尚
古
集
成
館

が
在
る
。
例
え
ば
幕
府
か
ら
出
さ
れ
た
西
郷
、
平
野
次
郎
、

高
杉
晋
作
の
人
相
書
の
逮
捕
状
な
ど
一
時
間
程
見
学
し
、
い

よ
い
よ
鹿
児
島
の
町
へ
。
磯
浜
Ｙ
Ｈ
に
自
転
車
を
預
け
歩
い

て
市
内
見
物
す
る
。
先
ず
東
郷
墓
地
↓
鹿
児
島
駅
へ
。
さ
す

が
南
国
だ
。
商
店
の
店
先
に
ヤ
シ
の
実
、ザ
ボ
ン
、パ
イ
ナ
ッ

プ
ル
が
ず
ら
り
と
並
ん
で
い
る
。
そ
れ
か
ら
山
の
方
へ
南
洲

墓
地
。
西
南
の
役
の
戦
死
者
の
墓
を
こ
こ
に
集
め
た
も
の
。

更
に
城
山
鶴
丸
城
跡
の
登
口
に
南
洲
終
焉
の
地
。
流
れ
弾
に

当
り
こ
こ
ま
で
逃
げ
て
き
て
切
腹
し
た
場
所
。
更
に
登
る
と

城
山
中
程
に
南
洲
洞
窟
が
あ
る
。
西
南
の
役
に
於
い
て
薩
摩

軍
の
最
後
の
本
営
と
し
て
使
用
し
た
場
所
。
更
に
登
り
頂
上

の
展
望
台
に
出
る
と
市
内
と
桜
島
が
一
望
で
き
る
。
山
を
お

り
て
西
郷
隆
盛
像
と
照
国
神
社
を
見
て
、
町
の
繁
華
街
天
文

官
通
り
を
散
歩
す
る
。
暮
も
せ
ま
り
大
勢
の
買
い
物
客
で
賑

わ
っ
て
い
る
。
し
ば
ら
く
町
中
を
見
物
し
て
宿
舎
に
向
う
が

途
中
甘
い
物
が
欲
し
く
な
り
、
お
汁
粉
を
喰
べ
て
宿
舎
磯
浜

城山 YH より桜島

Ｙ
Ｈ
へ
。
夕
食
は
三
〇
人
位
の
旅
行
者
と

一
緒
に
食
事
を
す
る
。
そ
の
場
で
、
食
事

を
作
る
お
ば
さ
ん
が
実
物
を
見
せ
な
が
ら

し
て
く
れ
る
桜
島
ダ
イ
コ
ン
の
説
明
を
聞

く
。で
か
く
て
丸
い
そ
れ
は
バ
ス
ケ
の
ボ
ー

ル
位
あ
る
。
食
後
は
見
知
ら
ぬ
者
同
志
で

会
話
し
て
明
日
は
み
な
別
々
の
行
動
に
な

る
。
こ
の
磯
浜
Ｙ
Ｈ
は
島
津
家
の
別
邸
で

昔
の
ま
ま
の
古
い
木
造
建
築
で
正
面
に
海

と
桜
島
が
見
え
る
最
高
の
Ｙ
Ｈ
だ
っ
た

二
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九
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八
時
五
分
発
桜
島
行
フ
ェ
リ
ー
に
乗
る
。
今
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も
日
本

晴
れ
だ
。
空
は
噴
煙
あ
る
の
み
だ
。
噴
煙
の
右
手
よ
り
大

き
な
太
陽
が
登
り
海
に
反
射
し
て
気
持
ち
の
い
い
朝
だ
。

十
五
分
程
で
桜
島
に
着
く
。
上
陸
し
溶
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道
路
を
し
ば
ら
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走
る
が
火
山
の
凄
さ
を
見
せ
付
け
ら
れ
る
。
林
芙
美
子

の
碑
が
見
え
て
く
る
。
桜
島
を
バ
ッ
ク
に
作
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
後
垂
水
市
ま
で
は
海
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の
い
い
道
路
が
続
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が
、

そ
の
後
の
鹿
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市
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ら
志
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で
悪

路
の
連
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。
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転
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は
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は
で
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ば
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の
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で
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内
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は
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だ
記
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な
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。
親
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な
管
理
人
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の

奥
様
と
娘
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で
運
営
し
て
い
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。
泊
り
客
は
一
〇
名
位
で
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後
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理
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の
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を
交
え
ス
ト
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ブ
を
囲
み

夜
十
一
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の
中
で
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の
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が
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と
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う
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が
続
く
が
、

そ
の
後
の
鹿
屋
市
か
ら
志
布
志
ー
串
間
市
ー
日
南
ま
で
悪

路
の
連
続
で
あ
る
。
自
転
車
は
舗
装
さ
れ
て
な
い
と
ス
ピ
ー

ド
が
出
せ
な
い
し
パ
ン
ク
の
恐
れ
で
走
れ
な
く
ス
ピ
ー
ド

ダ
ウ
ン
さ
せ
る
。
一
級
国
道
で
も
こ
の
時
代
と
し
て
は
田

舎
は
こ
ん
な
も
の
か
と
ひ
た
す
ら
ペ
ダ
ル
を
慎
重
に
踏
む
。

志
布
志
の
日
南
海
岸
国
定
公
園
出
る
と
砂
浜
は
ベ
ー
ジ
ュ

色
、
海
は
真
青
に
輝
く
太
陽
に
照
ら
さ
れ
て
見
事
な
景
色

で
あ
る
。
道
路
は
依
然
と
し
て
悪
路
が
続
く
。
日
南
市
に

入
っ
た
頃
日
没
に
な
る
。
今
日
の
目
的
地
宮
崎
市
ま
で
が
届
か
ず
そ
の
ま
ま
行
く
か
迷
っ
て
た
ら
Ｙ
Ｈ
の
看
板

発
見
。
こ
ん
な
所
に
Ｙ
Ｈ
が
日
南
市
大
堂
津
猪
崎
鼻
Ｙ
Ｈ
と
あ
る
。
立
寄
っ
て
申
し
込
む
と
気
持
好
く
Ｏ
Ｋ
。

こ
の
Ｙ
Ｈ
は
で
き
た
ば
か
り
の
新
し
い
宿
舎
で
案
内
ブ
ッ
ク
に
は
ま
だ
記
さ
れ
て
な
い
。
親
切
な
管
理
人
様
の

奥
様
と
娘
さ
ん
で
運
営
し
て
い
た
。
泊
り
客
は
一
〇
名
位
で
食
後
管
理
人
様
の
家
族
を
交
え
ス
ト
ー
ブ
を
囲
み

夜
十
一
時
ま
で
楽
し
く
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
。
そ
の
中
で
日
の
出
が
最
高
と
言
う
猪
崎
鼻
岬
が
す
ぐ
そ
こ
と
教
わ
る
。



二
十
七
日
　
晴

　
今
日
の
目
的
地
は
同
級
生
の
田
中
正
勝
君
の
実
家

へ
。
鹿
児
島
県
姶
良
郡
。
午
前
七
時
五
十
分
発
本
渡

か
ら
水
俣
行
の
渡
し
舟
で
約
二
時
間
三
十
分
の
遊
覧

を
楽
し
む
。
水
俣
病
で
有
名
な
水
俣
に
十
時
二
十
分

着
。
こ
こ
で
同
行
の
二
人
と
分
か
れ
る
。
彼
達
は
鹿

児
島
市
内
と
指
宿
の
見
物
に
元
気
に
旅
立
っ
た
。
電

車
で
。
自
分
は
自
転
車
で
田
中
家
を
目
指
す
。
内
陸

に
向
っ
て
出
発
す
る
と
す
ぐ
山
登
り
に
な
る
。
地
図

に
は
一
級
国
道
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
以
上
の

悪
路
は
な
い
。
自
転
車
に
は
ほ
と
ん
ど
乗
れ
ず
汗
を

か
き
な
が
ら
押
し
上
げ
る
。
そ
の
中
た
ま
に
自
動
車

が
砂
埃
り
を
残
し
て
走
り
去
る
。
砂
埃
り
か
ぶ
り
な

が
ら
の
山
登
り
が
続
く
。
途
中
一
軒
家
の
雑
貨
屋
で

喰
べ
物
を
少
し
置
い
て
た
の
で
昼
飯
と
す
る
。
店
番

の
娘
さ
ん
こ
れ
ま
た
ビ
ッ
ク
リ
こ
ん
な
山
奥
で
動
物

し
か
住
ん
で
な
い
所
で
超
美
人
。
思
わ
ず
聞
い
た
ね
。
そ
し
た
ら
こ
れ
か
ら
行
く
方
向
の
薩
摩
大
口
高
校
の
生

徒
と
の
事
で
し
た
。
思
い
出
に
残
る
美
少
女
で
し
た
。

　
更
に
山
登
っ
て
栗
野
町
の
田
中
様
の
実
家
を
尋
ね
た
ず
ね
午
後
四
時
や
っ
と
の
思
い
で
到
着
。
顔
面
は
埃
だ

ら
け
、
眼
は
赤
く
充
血
し
、
田
中
様
の
父
上
様
と
母
上
様
も
突
然
の
訪
問
に
驚
き
の
顔
。
す
ぐ
お
風
呂
の
用
意

と
食
事
で
夜
遅
く
ま
で
父
上
様
の
話
を
聞
き
か
せ
て
も
ら
う
。
鹿
児
島
人
の
父
上
様
は
焼
酎
を
燗
を
し
な
が
ら

の
話
で
あ
る
。

二
十
九
日
　
晴

　
八
時
五
分
発
桜
島
行
フ
ェ
リ
ー
に
乗
る
。
今
日
も
日
本

晴
れ
だ
。
空
は
噴
煙
あ
る
の
み
だ
。
噴
煙
の
右
手
よ
り
大

き
な
太
陽
が
登
り
海
に
反
射
し
て
気
持
ち
の
い
い
朝
だ
。

十
五
分
程
で
桜
島
に
着
く
。
上
陸
し
溶
岩
道
路
を
し
ば
ら

く
走
る
が
火
山
の
凄
さ
を
見
せ
付
け
ら
れ
る
。
林
芙
美
子

の
碑
が
見
え
て
く
る
。
桜
島
を
バ
ッ
ク
に
作
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
後
垂
水
市
ま
で
は
海
岸
線
の
い
い
道
路
が
続
く
が
、

そ
の
後
の
鹿
屋
市
か
ら
志
布
志
ー
串
間
市
ー
日
南
ま
で
悪

路
の
連
続
で
あ
る
。
自
転
車
は
舗
装
さ
れ
て
な
い
と
ス
ピ
ー

ド
が
出
せ
な
い
し
パ
ン
ク
の
恐
れ
で
走
れ
な
く
ス
ピ
ー
ド

ダ
ウ
ン
さ
せ
る
。
一
級
国
道
で
も
こ
の
時
代
と
し
て
は
田

舎
は
こ
ん
な
も
の
か
と
ひ
た
す
ら
ペ
ダ
ル
を
慎
重
に
踏
む
。

志
布
志
の
日
南
海
岸
国
定
公
園
出
る
と
砂
浜
は
ベ
ー
ジ
ュ

色
、
海
は
真
青
に
輝
く
太
陽
に
照
ら
さ
れ
て
見
事
な
景
色

で
あ
る
。
道
路
は
依
然
と
し
て
悪
路
が
続
く
。
日
南
市
に

フェリーからの桜島

入
っ
た
頃
日
没
に
な
る
。
今
日
の
目
的
地
宮
崎
市
ま
で
が
届
か
ず
そ
の
ま
ま
行
く
か
迷
っ
て
た
ら
Ｙ
Ｈ
の
看
板

発
見
。
こ
ん
な
所
に
Ｙ
Ｈ
が
日
南
市
大
堂
津
猪
崎
鼻
Ｙ
Ｈ
と
あ
る
。
立
寄
っ
て
申
し
込
む
と
気
持
好
く
Ｏ
Ｋ
。

こ
の
Ｙ
Ｈ
は
で
き
た
ば
か
り
の
新
し
い
宿
舎
で
案
内
ブ
ッ
ク
に
は
ま
だ
記
さ
れ
て
な
い
。
親
切
な
管
理
人
様
の

奥
様
と
娘
さ
ん
で
運
営
し
て
い
た
。
泊
り
客
は
一
〇
名
位
で
食
後
管
理
人
様
の
家
族
を
交
え
ス
ト
ー
ブ
を
囲
み

夜
十
一
時
ま
で
楽
し
く
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
。
そ
の
中
で
日
の
出
が
最
高
と
言
う
猪
崎
鼻
岬
が
す
ぐ
そ
こ
と
教
わ
る
。



二
十
九
日
　
晴

　
八
時
五
分
発
桜
島
行
フ
ェ
リ
ー
に
乗
る
。
今
日
も
日
本

晴
れ
だ
。
空
は
噴
煙
あ
る
の
み
だ
。
噴
煙
の
右
手
よ
り
大

き
な
太
陽
が
登
り
海
に
反
射
し
て
気
持
ち
の
い
い
朝
だ
。

十
五
分
程
で
桜
島
に
着
く
。
上
陸
し
溶
岩
道
路
を
し
ば
ら

く
走
る
が
火
山
の
凄
さ
を
見
せ
付
け
ら
れ
る
。
林
芙
美
子

の
碑
が
見
え
て
く
る
。
桜
島
を
バ
ッ
ク
に
作
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
後
垂
水
市
ま
で
は
海
岸
線
の
い
い
道
路
が
続
く
が
、

そ
の
後
の
鹿
屋
市
か
ら
志
布
志
ー
串
間
市
ー
日
南
ま
で
悪

路
の
連
続
で
あ
る
。
自
転
車
は
舗
装
さ
れ
て
な
い
と
ス
ピ
ー

ド
が
出
せ
な
い
し
パ
ン
ク
の
恐
れ
で
走
れ
な
く
ス
ピ
ー
ド

ダ
ウ
ン
さ
せ
る
。
一
級
国
道
で
も
こ
の
時
代
と
し
て
は
田

舎
は
こ
ん
な
も
の
か
と
ひ
た
す
ら
ペ
ダ
ル
を
慎
重
に
踏
む
。

志
布
志
の
日
南
海
岸
国
定
公
園
出
る
と
砂
浜
は
ベ
ー
ジ
ュ

色
、
海
は
真
青
に
輝
く
太
陽
に
照
ら
さ
れ
て
見
事
な
景
色

で
あ
る
。
道
路
は
依
然
と
し
て
悪
路
が
続
く
。
日
南
市
に

林芙美子の碑　バック桜島

の
青
年
と
遭
遇
す
る
。
東
京
を
十
二
月
六
日
に
出
発
し
て
い

る
と
の
事
。
荷
物
沢
山
積
み
自
転
車
は
ガ
タ
ガ
タ
状
態
で
宮

崎
ま
で
同
行
。
途
中
パ
ン
ク
修
理
道
具
は
自
分
が
持
っ
て
い

た
の
で
直
し
て
あ
げ
る
。
大
分
時
間
を
ロ
ス
し
て
し
ま
う
。

彼
は
日
向
ま
で
と
の
事
。
自
分
は
延
岡
ま
で
な
の
で
彼
と
分

か
れ
急
ぐ
。
日
向
市
に
入
っ
た
時
は
日
は
と
っ
く
に
暮
れ
寒

さ
は
厳
し
さ
を
増
し
、
肩
と
足
の
先
が
痛
む
。
七
時
頃
道
沿

い
の
灘
食
堂
に
（
地
名
日
向
市
門
川
町
）
飛
び
込
む
。
食
事

と
ス
ト
ー
ブ
で
暖
ま
る
。
食
堂
の
お
じ
さ
ま
が
餅
を
取
り
出

し
焼
い
て
ご
ち
そ
う
に
な
り
な
が
ら
話
し
て
く
れ
る
。
一
時

間
位
暖
ま
っ
て
、夜
の
国
道
を
電
池
片
手
に
走
る
。
九
時
や
っ

と
延
岡
に
到
着
す
る
。
寒
い
寒
い
。
さ
て
安
い
旅
館
を
探
す

三
五
〇
円
也
で
ゲ
ッ
ト
。

三
十
一
日
大
晦
日

　
八
時
三
五
〇
円
の
ホ
テ
ル
を
出
発
す
る
。
す
っ
か
り
正
月

の
化
粧
の
整
っ
た
町
中
を
高
千
穂
へ
と
ペ
ダ
ル
を
踏
む
。

五
ヶ
瀬
川
沿
を
山
登
り
と
な
る
。
途
中
珍
し
く
女
性
サ
イ
ク

リ
ン
旅
行
者
と
す
れ
違
う
。
な
か
な
か
の
美
女
だ
思
わ
ず
オ

ス
！
と
挨
拶
入
れ
る
美
女
は
こ
ん
に
ち
は
と
声
を
残
し
て
坂

を
下
っ
て
い
っ
た
。
悪
路
を
登
り
下
り
し
て
進
む
。
天
の
岩

戸
神
社
に
二
時
頃
着
く
。
本
神
社
や
天
安
河
原
の
仰
慕
。
そ

の
他
中
に
は
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
石
刀
の
出
土
品
な
ど

見
学
し
、
高
千
穂
に
向
う
。
谷
間
に
お
り
滝
や
神
秘
な
雰
囲

気
の
漂
う
水
面
。
そ
こ
に
は
ボ
ー
ト
も
浮
ん
で
い
る
。
今
日

の
宿
舎
は
大
利
屋
Ｙ
Ｈ
へ
。
午
後
六
時
全
国
か
ら
今
日
の
大

晦
日
を
ね
ら
っ
て
集
ま
っ
た
三
〇
名
位
の
人
達
と
一
緒
に
食

事
す
る
。
中
に
北
海
道
か
ら
の
二
人
組
女
性
。
九
州
は
暖
か

い
と
思
い
来
た
が
寒
い
の
で
驚
い
た
と
言
う
。
食
後
全
員
で

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
。
そ
の
後
Ｎ
Ｈ
Ｋ
紅
白
を
楽
し
む
。
十

一
時
頃
か
ら
元
旦
に
か
け
日
本
で
最
初
に
神
様
が
降
り
た
っ
た
天
の
岩
戸
神
社
へ
神
楽
を
見
に
行
く
。
場
所
は

洞
穴
又
は
洞
窟
の
よ
う
な
所
へ
。
本
日
は
特
別
に
天
鈿
女
命
の
舞
と
手
力
男
命
の
舞
を
他
二
番
の
四
番
を
見
せ

て
く
れ
る
と
の
事
で
あ
る
。
こ
の
神
楽
は
本
来
十
一
月
下
旬
頃
か
ら
一
月
に
か
け
農
家
で
夕
方
頃
か
ら
始
ま
り

翌
日
の
昼
頃
ま
で
続
け
る
。
こ
の
神
楽
を
す
る
時
は
、
舞
も
男
だ
け
、
家
事
一
切
男
が
す
る
と
の
事
で
あ
る
。

夜
中
の
寒
い
中
一
〇
〇
人

程
の
人
達
が
熱
心
に
説
明

を
聞
き
な
が
ら
鑑
賞
し
た
。

神
楽
が
終
わ
る
と
元
旦
の

〇
時
十
五
分
。
そ
の
場
で

お
酒
を
戴
き
初
詣
を
済
ま

す
。
偶
然
に
大
晦
日
と
元

旦
を
遠
い
高
千
穂
の
天
の

岩
戸
神
社
迎
え
ら
れ
る
こ

と
は
二
度
な
い
か
も
知
れ

な
い
。
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入
っ
た
頃
日
没
に
な
る
。
今
日
の
目
的
地
宮
崎
市
ま
で
が
届
か
ず
そ
の
ま
ま
行
く
か
迷
っ
て
た
ら
Ｙ
Ｈ
の
看
板

発
見
。
こ
ん
な
所
に
Ｙ
Ｈ
が
日
南
市
大
堂
津
猪
崎
鼻
Ｙ
Ｈ
と
あ
る
。
立
寄
っ
て
申
し
込
む
と
気
持
好
く
Ｏ
Ｋ
。

こ
の
Ｙ
Ｈ
は
で
き
た
ば
か
り
の
新
し
い
宿
舎
で
案
内
ブ
ッ
ク
に
は
ま
だ
記
さ
れ
て
な
い
。
親
切
な
管
理
人
様
の

奥
様
と
娘
さ
ん
で
運
営
し
て
い
た
。
泊
り
客
は
一
〇
名
位
で
食
後
管
理
人
様
の
家
族
を
交
え
ス
ト
ー
ブ
を
囲
み

夜
十
一
時
ま
で
楽
し
く
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
。
そ
の
中
で
日
の
出
が
最
高
と
言
う
猪
崎
鼻
岬
が
す
ぐ
そ
こ
と
教
わ
る
。

昭
和
四
十
一
年
元
旦
　
晴

　
Ｙ
Ｈ
大
和
屋
を
午
前
九
時
出
発
。
寝
不
足
の
中
阿
蘇
に
向
う
。
今
日
は
阿
蘇
の
先
瀬
ノ
本
高
原
で
泊
る
予
定

で
走
る
。
前
日
の
続
き
で
山
登
り
の
悪
路
舗
装
な
し
の
道
。
途
中
高
千
穂
か
ら
高
森
へ
行
く
軽
ト
ラ
に
乗
せ
て

も
ら
う
。
曲
が
り
く
ね
っ
た
山
道
を
高
森
ま
で
夕
べ
の
寝
不
足
が
大
変
助
か
っ
た
。
こ
れ
よ
り
阿
蘇
ま
で
近
道

の
右
廻
り
と
左
廻
り
と
に
分
か
れ
る
。
予
定
の
近
道
は
崖
崩
れ
の
為
通
行
止
に
な
り
仕
方
な
く
遠
回
り
の
左
へ
。

道
は
相
変
わ
ら
ず
舗
装
な
し
の
悪
路
が
続
く
。

ス
ピ
ー
ド
は
出
せ
な
い
。
空
は
雪
模
様
ち
ら
ち

ら
と
顔
面
を
撫
で
る
。
ほ
と
ん
ど
人
が
い
な
い

阿
蘇
の
麓
を
の
ろ
の
ろ
進
む
。
昼
頃
や
っ
と
の

思
い
で
九
州
横
断
道
路
に
出
た
。
さ
す
が
と
言

い
た
い
所
だ
が
普
通
の
舗
装
道
路
と
変
わ
り
な

い
が
助
か
る
。
景
色
は
最
高
。
遠
く
外
輪
山
の

頂
上
ま
で
続
い
て
い
る
。
観
光
バ
ス
や
乗
用
車

が
点
々
と
つ
ら
な
っ
て
い
る
様
を
一
望
に
眺
め

あ
の
頂
上
ま
で
こ
の
自
転
車
で
登
る
の
か
気
が

遠
く
な
る
思
い
だ
。
そ
れ
で
も
長
い
長
い
外
輪

山
の
坂
道
を
登
り
き
る
と
前
方
の
山
の
頂
上
に
雪
の
か
ぶ
っ
た
山
が
久
住
山
。
そ
の
麓
に
瀬
ノ
本
高
原
と
称
し
、

樹
木
は
な
く
、
黄
色
の
枯
草
一
面
の
広
々
と
し
た
大
自
然
の
中
を
観
光
バ
ス
、
乗
用
車
の
列
や
景
色
を
見
遣
り

な
が
ら
我
が
自
転
車
は
走
る
。
自
動
車
は
こ
ち
ら
を
珍
し
そ
う
に
眺
め
な
が
ら
猛
ス
ピ
ー
ド
で
走
り
去
っ
て
行

く
。
久
住
山
の
手
前
料
金
所
左
に
三
愛
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
美
し
い
建
物
が
在
る
。
そ
こ
を
左
に
曲
り
瀬
ノ
本
高

原
Ｙ
Ｈ
に
着
く
。
夕
方
六
時
三
十
名
程
の
宿
泊
者
と
食
事
を
す
ま
せ
る
。
こ
こ
は
高
原
の
為
気
温
が
マ
イ
ナ
ス

一
七
度
位
ま
で
下
が
る
の
で
バ
イ
ク
の
オ
イ
ル
も
凍
る
こ
と
も
。
寝
る
時
は
全
員
に
湯
タ
ン
ポ
が
借
り
ら
れ
る
。

前
日
余
り
寝
て
な
い
の
で
早
く
寝
る
事
に
す
る
。

二
日
　
晴

　
朝
日
が
高
原
の
上
に
真
赤
な
大
き
な
顔
を
出
す
。
気
温
は
氷

点
下
十
数
度
の
寒
さ
の
中
八
時
出
発
す
る
。
久
住
山
の
牧
ノ
戸

峠
を
登
る
。
頂
上
は
樹
氷
が
き
れ
い
。
道
路
端
に
は
残
雪
も
。

そ
の
後
い
く
つ
か
の
峠
を
越
え
二
つ
の
池
の
あ
る
由
布
院
温
泉

か
ら
下
り
を
飛
ば
し
て
湯
布
院
町
に
入
る
。
前
方
は
黄
色
一
色

の
鶴
見
岳
が
あ
る
。
眺
め
の
い
い
山
だ
。
今
日
は
天
候
が
い
い

の
で
別
府
方
面
か
ら
家
族
連
の
自
動
車
が
非
常
に
多
く
山
の
中

腹
に
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
車
を
停
め
景
色
を
眺
め
た
り
、
記
念
写
真
を
撮
っ
た
り
の
ラ
ッ
シ
ュ
の
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン

で
あ
る
。
曲
り
曲
り
頂
上
に
辿
り
着
く
遥
か
眼
下
に
別
府
の
町
と
海
が
見
え
る
。
や
っ
と
終
点
ま
で
来
た
か
と

感
じ
た
。
体
の
緊
張
が
緩
む
。
こ
れ
か
ら
別
府
の
町
ま
で
急
な
下
り
坂
だ
。
途
中
地
獄
巡
り
を
見
物
す
る
。
正

月
の
為
か
多
く
の
人
で
賑
わ
っ
て
い
る
。
午
後
二
時
海
岸
通
り
の
別
府
港
に
着
く
。
高
松
ま
で
の
自
転
車
の
運

搬
を
交
渉
す
る
が
船
で
は
送
れ
な
い
と
の
事
で
、
駅
に
行
き
手
配
を
済
ま
す
。
一
段
落
し
て
リ
ュ
ッ
ク
を
背
負

い
正
月
の
賑
や
か
な
商
店
街
を
見
て
廻
る
。
観
光
の
町
だ
け
に
土

産
物
の
店
が
軒
を
連
ね
て
い
る
。
最
後
は
温
泉
の
町
別
府
や
か
ら

十
四
日
間
の
旅
の
疲
れ
を
癒
す
為
銭
湯
へ
。
本
物
の
温
泉
な
の
だ
。



サボテン公園

二
十
九
日
　
晴

　
八
時
五
分
発
桜
島
行
フ
ェ
リ
ー
に
乗
る
。
今
日
も
日
本

晴
れ
だ
。
空
は
噴
煙
あ
る
の
み
だ
。
噴
煙
の
右
手
よ
り
大

き
な
太
陽
が
登
り
海
に
反
射
し
て
気
持
ち
の
い
い
朝
だ
。

十
五
分
程
で
桜
島
に
着
く
。
上
陸
し
溶
岩
道
路
を
し
ば
ら

く
走
る
が
火
山
の
凄
さ
を
見
せ
付
け
ら
れ
る
。
林
芙
美
子

の
碑
が
見
え
て
く
る
。
桜
島
を
バ
ッ
ク
に
作
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
後
垂
水
市
ま
で
は
海
岸
線
の
い
い
道
路
が
続
く
が
、

そ
の
後
の
鹿
屋
市
か
ら
志
布
志
ー
串
間
市
ー
日
南
ま
で
悪

路
の
連
続
で
あ
る
。
自
転
車
は
舗
装
さ
れ
て
な
い
と
ス
ピ
ー

ド
が
出
せ
な
い
し
パ
ン
ク
の
恐
れ
で
走
れ
な
く
ス
ピ
ー
ド

ダ
ウ
ン
さ
せ
る
。
一
級
国
道
で
も
こ
の
時
代
と
し
て
は
田

舎
は
こ
ん
な
も
の
か
と
ひ
た
す
ら
ペ
ダ
ル
を
慎
重
に
踏
む
。

志
布
志
の
日
南
海
岸
国
定
公
園
出
る
と
砂
浜
は
ベ
ー
ジ
ュ

色
、
海
は
真
青
に
輝
く
太
陽
に
照
ら
さ
れ
て
見
事
な
景
色

で
あ
る
。
道
路
は
依
然
と
し
て
悪
路
が
続
く
。
日
南
市
に

三
十
日
　
晴

　
朝
早
く
起
き
て
朝
日
を
見
る
た
め
丘
の
燈
台
へ
登
り
十
分
程
待
つ
。
朝
日
は
東
の
地
平
線
か
ら
ゆ
っ
く
り
顔

を
出
す
。
八
時
再
来
を
約
束
し
て
ユ
ー
ス
の
家
族
の
皆
ん
な
に
見
送
ら
れ
出
発
す
る
。
悪
路
は
前
日
の
続
き
だ
。

こ
の
辺
り
は
ま
だ
ブ
ル
ド
ー
ザ
で
道
を
作
っ
て
る
所
も
あ
り
整
備
で
き
る
ま
で
待
っ
て
通
行
す
る
状
態
で
あ
る
。

し
ば
ら
く
行
く
と
完
全
舗
装
道
路
と
な
る
。
い
よ
い
よ
日
南
の
観
光
地
だ
。
海
岸
線
を
前
方
よ
り
三
人
の
サ
イ

ク
リ
ン
グ
旅
行
者
と
す
れ
違
う
。
互
い
に

こ
ん
に
ち
は
と
挨
拶
を
交
す
。
そ
の
後
サ

ボ
テ
ン
公
園
に
着
く
。
こ
の
辺
一
帯
が
い

ろ
い
ろ
な
サ
ボ
テ
ン
の
山
で
あ
る
。
道
路

端
は
強
大
な
熱
帯
樹
が
続
く
眼
下
に
は
波

状
岩
を
見
下
ろ
し
な
が
ら
今
ま
で
の
遅
れ

を
取
り
戻
す
為
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
す
る
。

青
島
に
昼
頃
着
く
。
熱
帯
樹
の
繁
っ
た
小

さ
な
島
で
あ
る
。
さ
す
が
に
観
光
客
が
多

い
。
こ
の
辺
は
子
供
の
国
が
あ
り
南
国
の

雰
囲
気
を
作
っ
て
い
る
。
途
中
日
本
一
周

の
青
年
と
遭
遇
す
る
。
東
京
を
十
二
月
六
日
に
出
発
し
て
い

る
と
の
事
。
荷
物
沢
山
積
み
自
転
車
は
ガ
タ
ガ
タ
状
態
で
宮

崎
ま
で
同
行
。
途
中
パ
ン
ク
修
理
道
具
は
自
分
が
持
っ
て
い

た
の
で
直
し
て
あ
げ
る
。
大
分
時
間
を
ロ
ス
し
て
し
ま
う
。

彼
は
日
向
ま
で
と
の
事
。
自
分
は
延
岡
ま
で
な
の
で
彼
と
分

か
れ
急
ぐ
。
日
向
市
に
入
っ
た
時
は
日
は
と
っ
く
に
暮
れ
寒

さ
は
厳
し
さ
を
増
し
、
肩
と
足
の
先
が
痛
む
。
七
時
頃
道
沿

い
の
灘
食
堂
に
（
地
名
日
向
市
門
川
町
）
飛
び
込
む
。
食
事

と
ス
ト
ー
ブ
で
暖
ま
る
。
食
堂
の
お
じ
さ
ま
が
餅
を
取
り
出

し
焼
い
て
ご
ち
そ
う
に
な
り
な
が
ら
話
し
て
く
れ
る
。
一
時

間
位
暖
ま
っ
て
、夜
の
国
道
を
電
池
片
手
に
走
る
。
九
時
や
っ

と
延
岡
に
到
着
す
る
。
寒
い
寒
い
。
さ
て
安
い
旅
館
を
探
す

三
五
〇
円
也
で
ゲ
ッ
ト
。

三
十
一
日
大
晦
日

　
八
時
三
五
〇
円
の
ホ
テ
ル
を
出
発
す
る
。
す
っ
か
り
正
月

の
化
粧
の
整
っ
た
町
中
を
高
千
穂
へ
と
ペ
ダ
ル
を
踏
む
。

五
ヶ
瀬
川
沿
を
山
登
り
と
な
る
。
途
中
珍
し
く
女
性
サ
イ
ク

リ
ン
旅
行
者
と
す
れ
違
う
。
な
か
な
か
の
美
女
だ
思
わ
ず
オ

ス
！
と
挨
拶
入
れ
る
美
女
は
こ
ん
に
ち
は
と
声
を
残
し
て
坂

を
下
っ
て
い
っ
た
。
悪
路
を
登
り
下
り
し
て
進
む
。
天
の
岩

戸
神
社
に
二
時
頃
着
く
。
本
神
社
や
天
安
河
原
の
仰
慕
。
そ

の
他
中
に
は
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
石
刀
の
出
土
品
な
ど

見
学
し
、
高
千
穂
に
向
う
。
谷
間
に
お
り
滝
や
神
秘
な
雰
囲

気
の
漂
う
水
面
。
そ
こ
に
は
ボ
ー
ト
も
浮
ん
で
い
る
。
今
日

の
宿
舎
は
大
利
屋
Ｙ
Ｈ
へ
。
午
後
六
時
全
国
か
ら
今
日
の
大

晦
日
を
ね
ら
っ
て
集
ま
っ
た
三
〇
名
位
の
人
達
と
一
緒
に
食

事
す
る
。
中
に
北
海
道
か
ら
の
二
人
組
女
性
。
九
州
は
暖
か

い
と
思
い
来
た
が
寒
い
の
で
驚
い
た
と
言
う
。
食
後
全
員
で

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
。
そ
の
後
Ｎ
Ｈ
Ｋ
紅
白
を
楽
し
む
。
十

一
時
頃
か
ら
元
旦
に
か
け
日
本
で
最
初
に
神
様
が
降
り
た
っ
た
天
の
岩
戸
神
社
へ
神
楽
を
見
に
行
く
。
場
所
は

洞
穴
又
は
洞
窟
の
よ
う
な
所
へ
。
本
日
は
特
別
に
天
鈿
女
命
の
舞
と
手
力
男
命
の
舞
を
他
二
番
の
四
番
を
見
せ

て
く
れ
る
と
の
事
で
あ
る
。
こ
の
神
楽
は
本
来
十
一
月
下
旬
頃
か
ら
一
月
に
か
け
農
家
で
夕
方
頃
か
ら
始
ま
り

翌
日
の
昼
頃
ま
で
続
け
る
。
こ
の
神
楽
を
す
る
時
は
、
舞
も
男
だ
け
、
家
事
一
切
男
が
す
る
と
の
事
で
あ
る
。

夜
中
の
寒
い
中
一
〇
〇
人

程
の
人
達
が
熱
心
に
説
明

を
聞
き
な
が
ら
鑑
賞
し
た
。

神
楽
が
終
わ
る
と
元
旦
の

〇
時
十
五
分
。
そ
の
場
で

お
酒
を
戴
き
初
詣
を
済
ま

す
。
偶
然
に
大
晦
日
と
元

旦
を
遠
い
高
千
穂
の
天
の

岩
戸
神
社
迎
え
ら
れ
る
こ

と
は
二
度
な
い
か
も
知
れ

な
い
。

入
っ
た
頃
日
没
に
な
る
。
今
日
の
目
的
地
宮
崎
市
ま
で
が
届
か
ず
そ
の
ま
ま
行
く
か
迷
っ
て
た
ら
Ｙ
Ｈ
の
看
板

発
見
。
こ
ん
な
所
に
Ｙ
Ｈ
が
日
南
市
大
堂
津
猪
崎
鼻
Ｙ
Ｈ
と
あ
る
。
立
寄
っ
て
申
し
込
む
と
気
持
好
く
Ｏ
Ｋ
。

こ
の
Ｙ
Ｈ
は
で
き
た
ば
か
り
の
新
し
い
宿
舎
で
案
内
ブ
ッ
ク
に
は
ま
だ
記
さ
れ
て
な
い
。
親
切
な
管
理
人
様
の

奥
様
と
娘
さ
ん
で
運
営
し
て
い
た
。
泊
り
客
は
一
〇
名
位
で
食
後
管
理
人
様
の
家
族
を
交
え
ス
ト
ー
ブ
を
囲
み

夜
十
一
時
ま
で
楽
し
く
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
。
そ
の
中
で
日
の
出
が
最
高
と
言
う
猪
崎
鼻
岬
が
す
ぐ
そ
こ
と
教
わ
る
。

昭
和
四
十
一
年
元
旦
　
晴

　
Ｙ
Ｈ
大
和
屋
を
午
前
九
時
出
発
。
寝
不
足
の
中
阿
蘇
に
向
う
。
今
日
は
阿
蘇
の
先
瀬
ノ
本
高
原
で
泊
る
予
定

で
走
る
。
前
日
の
続
き
で
山
登
り
の
悪
路
舗
装
な
し
の
道
。
途
中
高
千
穂
か
ら
高
森
へ
行
く
軽
ト
ラ
に
乗
せ
て

も
ら
う
。
曲
が
り
く
ね
っ
た
山
道
を
高
森
ま
で
夕
べ
の
寝
不
足
が
大
変
助
か
っ
た
。
こ
れ
よ
り
阿
蘇
ま
で
近
道

の
右
廻
り
と
左
廻
り
と
に
分
か
れ
る
。
予
定
の
近
道
は
崖
崩
れ
の
為
通
行
止
に
な
り
仕
方
な
く
遠
回
り
の
左
へ
。

道
は
相
変
わ
ら
ず
舗
装
な
し
の
悪
路
が
続
く
。

ス
ピ
ー
ド
は
出
せ
な
い
。
空
は
雪
模
様
ち
ら
ち

ら
と
顔
面
を
撫
で
る
。
ほ
と
ん
ど
人
が
い
な
い

阿
蘇
の
麓
を
の
ろ
の
ろ
進
む
。
昼
頃
や
っ
と
の

思
い
で
九
州
横
断
道
路
に
出
た
。
さ
す
が
と
言

い
た
い
所
だ
が
普
通
の
舗
装
道
路
と
変
わ
り
な

い
が
助
か
る
。
景
色
は
最
高
。
遠
く
外
輪
山
の

頂
上
ま
で
続
い
て
い
る
。
観
光
バ
ス
や
乗
用
車

が
点
々
と
つ
ら
な
っ
て
い
る
様
を
一
望
に
眺
め

あ
の
頂
上
ま
で
こ
の
自
転
車
で
登
る
の
か
気
が

遠
く
な
る
思
い
だ
。
そ
れ
で
も
長
い
長
い
外
輪

山
の
坂
道
を
登
り
き
る
と
前
方
の
山
の
頂
上
に
雪
の
か
ぶ
っ
た
山
が
久
住
山
。
そ
の
麓
に
瀬
ノ
本
高
原
と
称
し
、

樹
木
は
な
く
、
黄
色
の
枯
草
一
面
の
広
々
と
し
た
大
自
然
の
中
を
観
光
バ
ス
、
乗
用
車
の
列
や
景
色
を
見
遣
り

な
が
ら
我
が
自
転
車
は
走
る
。
自
動
車
は
こ
ち
ら
を
珍
し
そ
う
に
眺
め
な
が
ら
猛
ス
ピ
ー
ド
で
走
り
去
っ
て
行

く
。
久
住
山
の
手
前
料
金
所
左
に
三
愛
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
美
し
い
建
物
が
在
る
。
そ
こ
を
左
に
曲
り
瀬
ノ
本
高

原
Ｙ
Ｈ
に
着
く
。
夕
方
六
時
三
十
名
程
の
宿
泊
者
と
食
事
を
す
ま
せ
る
。
こ
こ
は
高
原
の
為
気
温
が
マ
イ
ナ
ス

一
七
度
位
ま
で
下
が
る
の
で
バ
イ
ク
の
オ
イ
ル
も
凍
る
こ
と
も
。
寝
る
時
は
全
員
に
湯
タ
ン
ポ
が
借
り
ら
れ
る
。

前
日
余
り
寝
て
な
い
の
で
早
く
寝
る
事
に
す
る
。

二
日
　
晴

　
朝
日
が
高
原
の
上
に
真
赤
な
大
き
な
顔
を
出
す
。
気
温
は
氷

点
下
十
数
度
の
寒
さ
の
中
八
時
出
発
す
る
。
久
住
山
の
牧
ノ
戸

峠
を
登
る
。
頂
上
は
樹
氷
が
き
れ
い
。
道
路
端
に
は
残
雪
も
。

そ
の
後
い
く
つ
か
の
峠
を
越
え
二
つ
の
池
の
あ
る
由
布
院
温
泉

か
ら
下
り
を
飛
ば
し
て
湯
布
院
町
に
入
る
。
前
方
は
黄
色
一
色

の
鶴
見
岳
が
あ
る
。
眺
め
の
い
い
山
だ
。
今
日
は
天
候
が
い
い

の
で
別
府
方
面
か
ら
家
族
連
の
自
動
車
が
非
常
に
多
く
山
の
中

腹
に
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
車
を
停
め
景
色
を
眺
め
た
り
、
記
念
写
真
を
撮
っ
た
り
の
ラ
ッ
シ
ュ
の
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン

で
あ
る
。
曲
り
曲
り
頂
上
に
辿
り
着
く
遥
か
眼
下
に
別
府
の
町
と
海
が
見
え
る
。
や
っ
と
終
点
ま
で
来
た
か
と

感
じ
た
。
体
の
緊
張
が
緩
む
。
こ
れ
か
ら
別
府
の
町
ま
で
急
な
下
り
坂
だ
。
途
中
地
獄
巡
り
を
見
物
す
る
。
正

月
の
為
か
多
く
の
人
で
賑
わ
っ
て
い
る
。
午
後
二
時
海
岸
通
り
の
別
府
港
に
着
く
。
高
松
ま
で
の
自
転
車
の
運

搬
を
交
渉
す
る
が
船
で
は
送
れ
な
い
と
の
事
で
、
駅
に
行
き
手
配
を
済
ま
す
。
一
段
落
し
て
リ
ュ
ッ
ク
を
背
負

い
正
月
の
賑
や
か
な
商
店
街
を
見
て
廻
る
。
観
光
の
町
だ
け
に
土

産
物
の
店
が
軒
を
連
ね
て
い
る
。
最
後
は
温
泉
の
町
別
府
や
か
ら

十
四
日
間
の
旅
の
疲
れ
を
癒
す
為
銭
湯
へ
。
本
物
の
温
泉
な
の
だ
。



二
十
九
日
　
晴

　
八
時
五
分
発
桜
島
行
フ
ェ
リ
ー
に
乗
る
。
今
日
も
日
本

晴
れ
だ
。
空
は
噴
煙
あ
る
の
み
だ
。
噴
煙
の
右
手
よ
り
大

き
な
太
陽
が
登
り
海
に
反
射
し
て
気
持
ち
の
い
い
朝
だ
。

十
五
分
程
で
桜
島
に
着
く
。
上
陸
し
溶
岩
道
路
を
し
ば
ら

く
走
る
が
火
山
の
凄
さ
を
見
せ
付
け
ら
れ
る
。
林
芙
美
子

の
碑
が
見
え
て
く
る
。
桜
島
を
バ
ッ
ク
に
作
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
後
垂
水
市
ま
で
は
海
岸
線
の
い
い
道
路
が
続
く
が
、

そ
の
後
の
鹿
屋
市
か
ら
志
布
志
ー
串
間
市
ー
日
南
ま
で
悪

路
の
連
続
で
あ
る
。
自
転
車
は
舗
装
さ
れ
て
な
い
と
ス
ピ
ー

ド
が
出
せ
な
い
し
パ
ン
ク
の
恐
れ
で
走
れ
な
く
ス
ピ
ー
ド

ダ
ウ
ン
さ
せ
る
。
一
級
国
道
で
も
こ
の
時
代
と
し
て
は
田

舎
は
こ
ん
な
も
の
か
と
ひ
た
す
ら
ペ
ダ
ル
を
慎
重
に
踏
む
。

志
布
志
の
日
南
海
岸
国
定
公
園
出
る
と
砂
浜
は
ベ
ー
ジ
ュ

色
、
海
は
真
青
に
輝
く
太
陽
に
照
ら
さ
れ
て
見
事
な
景
色

で
あ
る
。
道
路
は
依
然
と
し
て
悪
路
が
続
く
。
日
南
市
に

三
十
日
　
晴

　
朝
早
く
起
き
て
朝
日
を
見
る
た
め
丘
の
燈
台
へ
登
り
十
分
程
待
つ
。
朝
日
は
東
の
地
平
線
か
ら
ゆ
っ
く
り
顔

を
出
す
。
八
時
再
来
を
約
束
し
て
ユ
ー
ス
の
家
族
の
皆
ん
な
に
見
送
ら
れ
出
発
す
る
。
悪
路
は
前
日
の
続
き
だ
。

こ
の
辺
り
は
ま
だ
ブ
ル
ド
ー
ザ
で
道
を
作
っ
て
る
所
も
あ
り
整
備
で
き
る
ま
で
待
っ
て
通
行
す
る
状
態
で
あ
る
。

し
ば
ら
く
行
く
と
完
全
舗
装
道
路
と
な
る
。
い
よ
い
よ
日
南
の
観
光
地
だ
。
海
岸
線
を
前
方
よ
り
三
人
の
サ
イ

ク
リ
ン
グ
旅
行
者
と
す
れ
違
う
。
互
い
に

こ
ん
に
ち
は
と
挨
拶
を
交
す
。
そ
の
後
サ

ボ
テ
ン
公
園
に
着
く
。
こ
の
辺
一
帯
が
い

ろ
い
ろ
な
サ
ボ
テ
ン
の
山
で
あ
る
。
道
路

端
は
強
大
な
熱
帯
樹
が
続
く
眼
下
に
は
波

状
岩
を
見
下
ろ
し
な
が
ら
今
ま
で
の
遅
れ

を
取
り
戻
す
為
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
す
る
。

青
島
に
昼
頃
着
く
。
熱
帯
樹
の
繁
っ
た
小

さ
な
島
で
あ
る
。
さ
す
が
に
観
光
客
が
多

い
。
こ
の
辺
は
子
供
の
国
が
あ
り
南
国
の

雰
囲
気
を
作
っ
て
い
る
。
途
中
日
本
一
周

の
青
年
と
遭
遇
す
る
。
東
京
を
十
二
月
六
日
に
出
発
し
て
い

る
と
の
事
。
荷
物
沢
山
積
み
自
転
車
は
ガ
タ
ガ
タ
状
態
で
宮

崎
ま
で
同
行
。
途
中
パ
ン
ク
修
理
道
具
は
自
分
が
持
っ
て
い

た
の
で
直
し
て
あ
げ
る
。
大
分
時
間
を
ロ
ス
し
て
し
ま
う
。

彼
は
日
向
ま
で
と
の
事
。
自
分
は
延
岡
ま
で
な
の
で
彼
と
分

か
れ
急
ぐ
。
日
向
市
に
入
っ
た
時
は
日
は
と
っ
く
に
暮
れ
寒

さ
は
厳
し
さ
を
増
し
、
肩
と
足
の
先
が
痛
む
。
七
時
頃
道
沿

い
の
灘
食
堂
に
（
地
名
日
向
市
門
川
町
）
飛
び
込
む
。
食
事

と
ス
ト
ー
ブ
で
暖
ま
る
。
食
堂
の
お
じ
さ
ま
が
餅
を
取
り
出

し
焼
い
て
ご
ち
そ
う
に
な
り
な
が
ら
話
し
て
く
れ
る
。
一
時

間
位
暖
ま
っ
て
、夜
の
国
道
を
電
池
片
手
に
走
る
。
九
時
や
っ

と
延
岡
に
到
着
す
る
。
寒
い
寒
い
。
さ
て
安
い
旅
館
を
探
す

三
五
〇
円
也
で
ゲ
ッ
ト
。

青島

三
十
一
日
大
晦
日

　
八
時
三
五
〇
円
の
ホ
テ
ル
を
出
発
す
る
。
す
っ
か
り
正
月

の
化
粧
の
整
っ
た
町
中
を
高
千
穂
へ
と
ペ
ダ
ル
を
踏
む
。

五
ヶ
瀬
川
沿
を
山
登
り
と
な
る
。
途
中
珍
し
く
女
性
サ
イ
ク

リ
ン
旅
行
者
と
す
れ
違
う
。
な
か
な
か
の
美
女
だ
思
わ
ず
オ

ス
！
と
挨
拶
入
れ
る
美
女
は
こ
ん
に
ち
は
と
声
を
残
し
て
坂

を
下
っ
て
い
っ
た
。
悪
路
を
登
り
下
り
し
て
進
む
。
天
の
岩

戸
神
社
に
二
時
頃
着
く
。
本
神
社
や
天
安
河
原
の
仰
慕
。
そ

の
他
中
に
は
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
石
刀
の
出
土
品
な
ど

見
学
し
、
高
千
穂
に
向
う
。
谷
間
に
お
り
滝
や
神
秘
な
雰
囲

気
の
漂
う
水
面
。
そ
こ
に
は
ボ
ー
ト
も
浮
ん
で
い
る
。
今
日

の
宿
舎
は
大
利
屋
Ｙ
Ｈ
へ
。
午
後
六
時
全
国
か
ら
今
日
の
大

晦
日
を
ね
ら
っ
て
集
ま
っ
た
三
〇
名
位
の
人
達
と
一
緒
に
食

事
す
る
。
中
に
北
海
道
か
ら
の
二
人
組
女
性
。
九
州
は
暖
か

い
と
思
い
来
た
が
寒
い
の
で
驚
い
た
と
言
う
。
食
後
全
員
で

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
。
そ
の
後
Ｎ
Ｈ
Ｋ
紅
白
を
楽
し
む
。
十

一
時
頃
か
ら
元
旦
に
か
け
日
本
で
最
初
に
神
様
が
降
り
た
っ
た
天
の
岩
戸
神
社
へ
神
楽
を
見
に
行
く
。
場
所
は

洞
穴
又
は
洞
窟
の
よ
う
な
所
へ
。
本
日
は
特
別
に
天
鈿
女
命
の
舞
と
手
力
男
命
の
舞
を
他
二
番
の
四
番
を
見
せ

て
く
れ
る
と
の
事
で
あ
る
。
こ
の
神
楽
は
本
来
十
一
月
下
旬
頃
か
ら
一
月
に
か
け
農
家
で
夕
方
頃
か
ら
始
ま
り

翌
日
の
昼
頃
ま
で
続
け
る
。
こ
の
神
楽
を
す
る
時
は
、
舞
も
男
だ
け
、
家
事
一
切
男
が
す
る
と
の
事
で
あ
る
。

夜
中
の
寒
い
中
一
〇
〇
人

程
の
人
達
が
熱
心
に
説
明

を
聞
き
な
が
ら
鑑
賞
し
た
。

神
楽
が
終
わ
る
と
元
旦
の

〇
時
十
五
分
。
そ
の
場
で

お
酒
を
戴
き
初
詣
を
済
ま

す
。
偶
然
に
大
晦
日
と
元

旦
を
遠
い
高
千
穂
の
天
の

岩
戸
神
社
迎
え
ら
れ
る
こ

と
は
二
度
な
い
か
も
知
れ

な
い
。

入
っ
た
頃
日
没
に
な
る
。
今
日
の
目
的
地
宮
崎
市
ま
で
が
届
か
ず
そ
の
ま
ま
行
く
か
迷
っ
て
た
ら
Ｙ
Ｈ
の
看
板

発
見
。
こ
ん
な
所
に
Ｙ
Ｈ
が
日
南
市
大
堂
津
猪
崎
鼻
Ｙ
Ｈ
と
あ
る
。
立
寄
っ
て
申
し
込
む
と
気
持
好
く
Ｏ
Ｋ
。

こ
の
Ｙ
Ｈ
は
で
き
た
ば
か
り
の
新
し
い
宿
舎
で
案
内
ブ
ッ
ク
に
は
ま
だ
記
さ
れ
て
な
い
。
親
切
な
管
理
人
様
の

奥
様
と
娘
さ
ん
で
運
営
し
て
い
た
。
泊
り
客
は
一
〇
名
位
で
食
後
管
理
人
様
の
家
族
を
交
え
ス
ト
ー
ブ
を
囲
み

夜
十
一
時
ま
で
楽
し
く
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
。
そ
の
中
で
日
の
出
が
最
高
と
言
う
猪
崎
鼻
岬
が
す
ぐ
そ
こ
と
教
わ
る
。

昭
和
四
十
一
年
元
旦
　
晴

　
Ｙ
Ｈ
大
和
屋
を
午
前
九
時
出
発
。
寝
不
足
の
中
阿
蘇
に
向
う
。
今
日
は
阿
蘇
の
先
瀬
ノ
本
高
原
で
泊
る
予
定

で
走
る
。
前
日
の
続
き
で
山
登
り
の
悪
路
舗
装
な
し
の
道
。
途
中
高
千
穂
か
ら
高
森
へ
行
く
軽
ト
ラ
に
乗
せ
て

も
ら
う
。
曲
が
り
く
ね
っ
た
山
道
を
高
森
ま
で
夕
べ
の
寝
不
足
が
大
変
助
か
っ
た
。
こ
れ
よ
り
阿
蘇
ま
で
近
道

の
右
廻
り
と
左
廻
り
と
に
分
か
れ
る
。
予
定
の
近
道
は
崖
崩
れ
の
為
通
行
止
に
な
り
仕
方
な
く
遠
回
り
の
左
へ
。

道
は
相
変
わ
ら
ず
舗
装
な
し
の
悪
路
が
続
く
。

ス
ピ
ー
ド
は
出
せ
な
い
。
空
は
雪
模
様
ち
ら
ち

ら
と
顔
面
を
撫
で
る
。
ほ
と
ん
ど
人
が
い
な
い

阿
蘇
の
麓
を
の
ろ
の
ろ
進
む
。
昼
頃
や
っ
と
の

思
い
で
九
州
横
断
道
路
に
出
た
。
さ
す
が
と
言

い
た
い
所
だ
が
普
通
の
舗
装
道
路
と
変
わ
り
な

い
が
助
か
る
。
景
色
は
最
高
。
遠
く
外
輪
山
の

頂
上
ま
で
続
い
て
い
る
。
観
光
バ
ス
や
乗
用
車

が
点
々
と
つ
ら
な
っ
て
い
る
様
を
一
望
に
眺
め

あ
の
頂
上
ま
で
こ
の
自
転
車
で
登
る
の
か
気
が

遠
く
な
る
思
い
だ
。
そ
れ
で
も
長
い
長
い
外
輪

山
の
坂
道
を
登
り
き
る
と
前
方
の
山
の
頂
上
に
雪
の
か
ぶ
っ
た
山
が
久
住
山
。
そ
の
麓
に
瀬
ノ
本
高
原
と
称
し
、

樹
木
は
な
く
、
黄
色
の
枯
草
一
面
の
広
々
と
し
た
大
自
然
の
中
を
観
光
バ
ス
、
乗
用
車
の
列
や
景
色
を
見
遣
り

な
が
ら
我
が
自
転
車
は
走
る
。
自
動
車
は
こ
ち
ら
を
珍
し
そ
う
に
眺
め
な
が
ら
猛
ス
ピ
ー
ド
で
走
り
去
っ
て
行

く
。
久
住
山
の
手
前
料
金
所
左
に
三
愛
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
美
し
い
建
物
が
在
る
。
そ
こ
を
左
に
曲
り
瀬
ノ
本
高

原
Ｙ
Ｈ
に
着
く
。
夕
方
六
時
三
十
名
程
の
宿
泊
者
と
食
事
を
す
ま
せ
る
。
こ
こ
は
高
原
の
為
気
温
が
マ
イ
ナ
ス

一
七
度
位
ま
で
下
が
る
の
で
バ
イ
ク
の
オ
イ
ル
も
凍
る
こ
と
も
。
寝
る
時
は
全
員
に
湯
タ
ン
ポ
が
借
り
ら
れ
る
。

前
日
余
り
寝
て
な
い
の
で
早
く
寝
る
事
に
す
る
。

二
日
　
晴

　
朝
日
が
高
原
の
上
に
真
赤
な
大
き
な
顔
を
出
す
。
気
温
は
氷

点
下
十
数
度
の
寒
さ
の
中
八
時
出
発
す
る
。
久
住
山
の
牧
ノ
戸

峠
を
登
る
。
頂
上
は
樹
氷
が
き
れ
い
。
道
路
端
に
は
残
雪
も
。

そ
の
後
い
く
つ
か
の
峠
を
越
え
二
つ
の
池
の
あ
る
由
布
院
温
泉

か
ら
下
り
を
飛
ば
し
て
湯
布
院
町
に
入
る
。
前
方
は
黄
色
一
色

の
鶴
見
岳
が
あ
る
。
眺
め
の
い
い
山
だ
。
今
日
は
天
候
が
い
い

の
で
別
府
方
面
か
ら
家
族
連
の
自
動
車
が
非
常
に
多
く
山
の
中

腹
に
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
車
を
停
め
景
色
を
眺
め
た
り
、
記
念
写
真
を
撮
っ
た
り
の
ラ
ッ
シ
ュ
の
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン

で
あ
る
。
曲
り
曲
り
頂
上
に
辿
り
着
く
遥
か
眼
下
に
別
府
の
町
と
海
が
見
え
る
。
や
っ
と
終
点
ま
で
来
た
か
と

感
じ
た
。
体
の
緊
張
が
緩
む
。
こ
れ
か
ら
別
府
の
町
ま
で
急
な
下
り
坂
だ
。
途
中
地
獄
巡
り
を
見
物
す
る
。
正

月
の
為
か
多
く
の
人
で
賑
わ
っ
て
い
る
。
午
後
二
時
海
岸
通
り
の
別
府
港
に
着
く
。
高
松
ま
で
の
自
転
車
の
運

搬
を
交
渉
す
る
が
船
で
は
送
れ
な
い
と
の
事
で
、
駅
に
行
き
手
配
を
済
ま
す
。
一
段
落
し
て
リ
ュ
ッ
ク
を
背
負

い
正
月
の
賑
や
か
な
商
店
街
を
見
て
廻
る
。
観
光
の
町
だ
け
に
土

産
物
の
店
が
軒
を
連
ね
て
い
る
。
最
後
は
温
泉
の
町
別
府
や
か
ら

十
四
日
間
の
旅
の
疲
れ
を
癒
す
為
銭
湯
へ
。
本
物
の
温
泉
な
の
だ
。



二
十
九
日
　
晴

　
八
時
五
分
発
桜
島
行
フ
ェ
リ
ー
に
乗
る
。
今
日
も
日
本

晴
れ
だ
。
空
は
噴
煙
あ
る
の
み
だ
。
噴
煙
の
右
手
よ
り
大

き
な
太
陽
が
登
り
海
に
反
射
し
て
気
持
ち
の
い
い
朝
だ
。

十
五
分
程
で
桜
島
に
着
く
。
上
陸
し
溶
岩
道
路
を
し
ば
ら

く
走
る
が
火
山
の
凄
さ
を
見
せ
付
け
ら
れ
る
。
林
芙
美
子

の
碑
が
見
え
て
く
る
。
桜
島
を
バ
ッ
ク
に
作
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
後
垂
水
市
ま
で
は
海
岸
線
の
い
い
道
路
が
続
く
が
、

そ
の
後
の
鹿
屋
市
か
ら
志
布
志
ー
串
間
市
ー
日
南
ま
で
悪

路
の
連
続
で
あ
る
。
自
転
車
は
舗
装
さ
れ
て
な
い
と
ス
ピ
ー

ド
が
出
せ
な
い
し
パ
ン
ク
の
恐
れ
で
走
れ
な
く
ス
ピ
ー
ド

ダ
ウ
ン
さ
せ
る
。
一
級
国
道
で
も
こ
の
時
代
と
し
て
は
田

舎
は
こ
ん
な
も
の
か
と
ひ
た
す
ら
ペ
ダ
ル
を
慎
重
に
踏
む
。

志
布
志
の
日
南
海
岸
国
定
公
園
出
る
と
砂
浜
は
ベ
ー
ジ
ュ

色
、
海
は
真
青
に
輝
く
太
陽
に
照
ら
さ
れ
て
見
事
な
景
色

で
あ
る
。
道
路
は
依
然
と
し
て
悪
路
が
続
く
。
日
南
市
に

三
十
一
日
大
晦
日

　
八
時
三
五
〇
円
の
ホ
テ
ル
を
出
発
す
る
。
す
っ
か
り
正
月

の
化
粧
の
整
っ
た
町
中
を
高
千
穂
へ
と
ペ
ダ
ル
を
踏
む
。

五
ヶ
瀬
川
沿
を
山
登
り
と
な
る
。
途
中
珍
し
く
女
性
サ
イ
ク

リ
ン
旅
行
者
と
す
れ
違
う
。
な
か
な
か
の
美
女
だ
思
わ
ず
オ

ス
！
と
挨
拶
入
れ
る
美
女
は
こ
ん
に
ち
は
と
声
を
残
し
て
坂

を
下
っ
て
い
っ
た
。
悪
路
を
登
り
下
り
し
て
進
む
。
天
の
岩

戸
神
社
に
二
時
頃
着
く
。
本
神
社
や
天
安
河
原
の
仰
慕
。
そ

の
他
中
に
は
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
石
刀
の
出
土
品
な
ど

見
学
し
、
高
千
穂
に
向
う
。
谷
間
に
お
り
滝
や
神
秘
な
雰
囲

気
の
漂
う
水
面
。
そ
こ
に
は
ボ
ー
ト
も
浮
ん
で
い
る
。
今
日

の
宿
舎
は
大
利
屋
Ｙ
Ｈ
へ
。
午
後
六
時
全
国
か
ら
今
日
の
大

晦
日
を
ね
ら
っ
て
集
ま
っ
た
三
〇
名
位
の
人
達
と
一
緒
に
食

事
す
る
。
中
に
北
海
道
か
ら
の
二
人
組
女
性
。
九
州
は
暖
か

い
と
思
い
来
た
が
寒
い
の
で
驚
い
た
と
言
う
。
食
後
全
員
で

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
。
そ
の
後
Ｎ
Ｈ
Ｋ
紅
白
を
楽
し
む
。
十

一
時
頃
か
ら
元
旦
に
か
け
日
本
で
最
初
に
神
様
が
降
り
た
っ
た
天
の
岩
戸
神
社
へ
神
楽
を
見
に
行
く
。
場
所
は

洞
穴
又
は
洞
窟
の
よ
う
な
所
へ
。
本
日
は
特
別
に
天
鈿
女
命
の
舞
と
手
力
男
命
の
舞
を
他
二
番
の
四
番
を
見
せ

て
く
れ
る
と
の
事
で
あ
る
。
こ
の
神
楽
は
本
来
十
一
月
下
旬
頃
か
ら
一
月
に
か
け
農
家
で
夕
方
頃
か
ら
始
ま
り

翌
日
の
昼
頃
ま
で
続
け
る
。
こ
の
神
楽
を
す
る
時
は
、
舞
も
男
だ
け
、
家
事
一
切
男
が
す
る
と
の
事
で
あ
る
。

夜
中
の
寒
い
中
一
〇
〇
人

程
の
人
達
が
熱
心
に
説
明

を
聞
き
な
が
ら
鑑
賞
し
た
。

神
楽
が
終
わ
る
と
元
旦
の

〇
時
十
五
分
。
そ
の
場
で

お
酒
を
戴
き
初
詣
を
済
ま

す
。
偶
然
に
大
晦
日
と
元

旦
を
遠
い
高
千
穂
の
天
の

岩
戸
神
社
迎
え
ら
れ
る
こ

と
は
二
度
な
い
か
も
知
れ

な
い
。

入
っ
た
頃
日
没
に
な
る
。
今
日
の
目
的
地
宮
崎
市
ま
で
が
届
か
ず
そ
の
ま
ま
行
く
か
迷
っ
て
た
ら
Ｙ
Ｈ
の
看
板

発
見
。
こ
ん
な
所
に
Ｙ
Ｈ
が
日
南
市
大
堂
津
猪
崎
鼻
Ｙ
Ｈ
と
あ
る
。
立
寄
っ
て
申
し
込
む
と
気
持
好
く
Ｏ
Ｋ
。

こ
の
Ｙ
Ｈ
は
で
き
た
ば
か
り
の
新
し
い
宿
舎
で
案
内
ブ
ッ
ク
に
は
ま
だ
記
さ
れ
て
な
い
。
親
切
な
管
理
人
様
の

奥
様
と
娘
さ
ん
で
運
営
し
て
い
た
。
泊
り
客
は
一
〇
名
位
で
食
後
管
理
人
様
の
家
族
を
交
え
ス
ト
ー
ブ
を
囲
み

夜
十
一
時
ま
で
楽
し
く
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
。
そ
の
中
で
日
の
出
が
最
高
と
言
う
猪
崎
鼻
岬
が
す
ぐ
そ
こ
と
教
わ
る
。

高千穂峡

昭
和
四
十
一
年
元
旦
　
晴

　
Ｙ
Ｈ
大
和
屋
を
午
前
九
時
出
発
。
寝
不
足
の
中
阿
蘇
に
向
う
。
今
日
は
阿
蘇
の
先
瀬
ノ
本
高
原
で
泊
る
予
定

で
走
る
。
前
日
の
続
き
で
山
登
り
の
悪
路
舗
装
な
し
の
道
。
途
中
高
千
穂
か
ら
高
森
へ
行
く
軽
ト
ラ
に
乗
せ
て

も
ら
う
。
曲
が
り
く
ね
っ
た
山
道
を
高
森
ま
で
夕
べ
の
寝
不
足
が
大
変
助
か
っ
た
。
こ
れ
よ
り
阿
蘇
ま
で
近
道

の
右
廻
り
と
左
廻
り
と
に
分
か
れ
る
。
予
定
の
近
道
は
崖
崩
れ
の
為
通
行
止
に
な
り
仕
方
な
く
遠
回
り
の
左
へ
。

道
は
相
変
わ
ら
ず
舗
装
な
し
の
悪
路
が
続
く
。

ス
ピ
ー
ド
は
出
せ
な
い
。
空
は
雪
模
様
ち
ら
ち

ら
と
顔
面
を
撫
で
る
。
ほ
と
ん
ど
人
が
い
な
い

阿
蘇
の
麓
を
の
ろ
の
ろ
進
む
。
昼
頃
や
っ
と
の

思
い
で
九
州
横
断
道
路
に
出
た
。
さ
す
が
と
言

い
た
い
所
だ
が
普
通
の
舗
装
道
路
と
変
わ
り
な

い
が
助
か
る
。
景
色
は
最
高
。
遠
く
外
輪
山
の

頂
上
ま
で
続
い
て
い
る
。
観
光
バ
ス
や
乗
用
車

が
点
々
と
つ
ら
な
っ
て
い
る
様
を
一
望
に
眺
め

あ
の
頂
上
ま
で
こ
の
自
転
車
で
登
る
の
か
気
が

遠
く
な
る
思
い
だ
。
そ
れ
で
も
長
い
長
い
外
輪

山
の
坂
道
を
登
り
き
る
と
前
方
の
山
の
頂
上
に
雪
の
か
ぶ
っ
た
山
が
久
住
山
。
そ
の
麓
に
瀬
ノ
本
高
原
と
称
し
、

樹
木
は
な
く
、
黄
色
の
枯
草
一
面
の
広
々
と
し
た
大
自
然
の
中
を
観
光
バ
ス
、
乗
用
車
の
列
や
景
色
を
見
遣
り

な
が
ら
我
が
自
転
車
は
走
る
。
自
動
車
は
こ
ち
ら
を
珍
し
そ
う
に
眺
め
な
が
ら
猛
ス
ピ
ー
ド
で
走
り
去
っ
て
行

く
。
久
住
山
の
手
前
料
金
所
左
に
三
愛
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
美
し
い
建
物
が
在
る
。
そ
こ
を
左
に
曲
り
瀬
ノ
本
高

原
Ｙ
Ｈ
に
着
く
。
夕
方
六
時
三
十
名
程
の
宿
泊
者
と
食
事
を
す
ま
せ
る
。
こ
こ
は
高
原
の
為
気
温
が
マ
イ
ナ
ス

一
七
度
位
ま
で
下
が
る
の
で
バ
イ
ク
の
オ
イ
ル
も
凍
る
こ
と
も
。
寝
る
時
は
全
員
に
湯
タ
ン
ポ
が
借
り
ら
れ
る
。

前
日
余
り
寝
て
な
い
の
で
早
く
寝
る
事
に
す
る
。

二
日
　
晴

　
朝
日
が
高
原
の
上
に
真
赤
な
大
き
な
顔
を
出
す
。
気
温
は
氷

点
下
十
数
度
の
寒
さ
の
中
八
時
出
発
す
る
。
久
住
山
の
牧
ノ
戸

峠
を
登
る
。
頂
上
は
樹
氷
が
き
れ
い
。
道
路
端
に
は
残
雪
も
。

そ
の
後
い
く
つ
か
の
峠
を
越
え
二
つ
の
池
の
あ
る
由
布
院
温
泉

か
ら
下
り
を
飛
ば
し
て
湯
布
院
町
に
入
る
。
前
方
は
黄
色
一
色

の
鶴
見
岳
が
あ
る
。
眺
め
の
い
い
山
だ
。
今
日
は
天
候
が
い
い

の
で
別
府
方
面
か
ら
家
族
連
の
自
動
車
が
非
常
に
多
く
山
の
中

腹
に
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
車
を
停
め
景
色
を
眺
め
た
り
、
記
念
写
真
を
撮
っ
た
り
の
ラ
ッ
シ
ュ
の
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン

で
あ
る
。
曲
り
曲
り
頂
上
に
辿
り
着
く
遥
か
眼
下
に
別
府
の
町
と
海
が
見
え
る
。
や
っ
と
終
点
ま
で
来
た
か
と

感
じ
た
。
体
の
緊
張
が
緩
む
。
こ
れ
か
ら
別
府
の
町
ま
で
急
な
下
り
坂
だ
。
途
中
地
獄
巡
り
を
見
物
す
る
。
正

月
の
為
か
多
く
の
人
で
賑
わ
っ
て
い
る
。
午
後
二
時
海
岸
通
り
の
別
府
港
に
着
く
。
高
松
ま
で
の
自
転
車
の
運

搬
を
交
渉
す
る
が
船
で
は
送
れ
な
い
と
の
事
で
、
駅
に
行
き
手
配
を
済
ま
す
。
一
段
落
し
て
リ
ュ
ッ
ク
を
背
負

い
正
月
の
賑
や
か
な
商
店
街
を
見
て
廻
る
。
観
光
の
町
だ
け
に
土

産
物
の
店
が
軒
を
連
ね
て
い
る
。
最
後
は
温
泉
の
町
別
府
や
か
ら

十
四
日
間
の
旅
の
疲
れ
を
癒
す
為
銭
湯
へ
。
本
物
の
温
泉
な
の
だ
。



二
十
九
日
　
晴

　
八
時
五
分
発
桜
島
行
フ
ェ
リ
ー
に
乗
る
。
今
日
も
日
本

晴
れ
だ
。
空
は
噴
煙
あ
る
の
み
だ
。
噴
煙
の
右
手
よ
り
大

き
な
太
陽
が
登
り
海
に
反
射
し
て
気
持
ち
の
い
い
朝
だ
。

十
五
分
程
で
桜
島
に
着
く
。
上
陸
し
溶
岩
道
路
を
し
ば
ら

く
走
る
が
火
山
の
凄
さ
を
見
せ
付
け
ら
れ
る
。
林
芙
美
子

の
碑
が
見
え
て
く
る
。
桜
島
を
バ
ッ
ク
に
作
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
後
垂
水
市
ま
で
は
海
岸
線
の
い
い
道
路
が
続
く
が
、

そ
の
後
の
鹿
屋
市
か
ら
志
布
志
ー
串
間
市
ー
日
南
ま
で
悪

路
の
連
続
で
あ
る
。
自
転
車
は
舗
装
さ
れ
て
な
い
と
ス
ピ
ー

ド
が
出
せ
な
い
し
パ
ン
ク
の
恐
れ
で
走
れ
な
く
ス
ピ
ー
ド

ダ
ウ
ン
さ
せ
る
。
一
級
国
道
で
も
こ
の
時
代
と
し
て
は
田

舎
は
こ
ん
な
も
の
か
と
ひ
た
す
ら
ペ
ダ
ル
を
慎
重
に
踏
む
。

志
布
志
の
日
南
海
岸
国
定
公
園
出
る
と
砂
浜
は
ベ
ー
ジ
ュ

色
、
海
は
真
青
に
輝
く
太
陽
に
照
ら
さ
れ
て
見
事
な
景
色

で
あ
る
。
道
路
は
依
然
と
し
て
悪
路
が
続
く
。
日
南
市
に

三
十
一
日
大
晦
日

　
八
時
三
五
〇
円
の
ホ
テ
ル
を
出
発
す
る
。
す
っ
か
り
正
月

の
化
粧
の
整
っ
た
町
中
を
高
千
穂
へ
と
ペ
ダ
ル
を
踏
む
。

五
ヶ
瀬
川
沿
を
山
登
り
と
な
る
。
途
中
珍
し
く
女
性
サ
イ
ク

リ
ン
旅
行
者
と
す
れ
違
う
。
な
か
な
か
の
美
女
だ
思
わ
ず
オ

ス
！
と
挨
拶
入
れ
る
美
女
は
こ
ん
に
ち
は
と
声
を
残
し
て
坂

を
下
っ
て
い
っ
た
。
悪
路
を
登
り
下
り
し
て
進
む
。
天
の
岩

戸
神
社
に
二
時
頃
着
く
。
本
神
社
や
天
安
河
原
の
仰
慕
。
そ

の
他
中
に
は
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
石
刀
の
出
土
品
な
ど

見
学
し
、
高
千
穂
に
向
う
。
谷
間
に
お
り
滝
や
神
秘
な
雰
囲

気
の
漂
う
水
面
。
そ
こ
に
は
ボ
ー
ト
も
浮
ん
で
い
る
。
今
日

の
宿
舎
は
大
利
屋
Ｙ
Ｈ
へ
。
午
後
六
時
全
国
か
ら
今
日
の
大

晦
日
を
ね
ら
っ
て
集
ま
っ
た
三
〇
名
位
の
人
達
と
一
緒
に
食

事
す
る
。
中
に
北
海
道
か
ら
の
二
人
組
女
性
。
九
州
は
暖
か

い
と
思
い
来
た
が
寒
い
の
で
驚
い
た
と
言
う
。
食
後
全
員
で

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
。
そ
の
後
Ｎ
Ｈ
Ｋ
紅
白
を
楽
し
む
。
十

一
時
頃
か
ら
元
旦
に
か
け
日
本
で
最
初
に
神
様
が
降
り
た
っ
た
天
の
岩
戸
神
社
へ
神
楽
を
見
に
行
く
。
場
所
は

洞
穴
又
は
洞
窟
の
よ
う
な
所
へ
。
本
日
は
特
別
に
天
鈿
女
命
の
舞
と
手
力
男
命
の
舞
を
他
二
番
の
四
番
を
見
せ

て
く
れ
る
と
の
事
で
あ
る
。
こ
の
神
楽
は
本
来
十
一
月
下
旬
頃
か
ら
一
月
に
か
け
農
家
で
夕
方
頃
か
ら
始
ま
り

翌
日
の
昼
頃
ま
で
続
け
る
。
こ
の
神
楽
を
す
る
時
は
、
舞
も
男
だ
け
、
家
事
一
切
男
が
す
る
と
の
事
で
あ
る
。

夜
中
の
寒
い
中
一
〇
〇
人

程
の
人
達
が
熱
心
に
説
明

を
聞
き
な
が
ら
鑑
賞
し
た
。

神
楽
が
終
わ
る
と
元
旦
の

〇
時
十
五
分
。
そ
の
場
で

お
酒
を
戴
き
初
詣
を
済
ま

す
。
偶
然
に
大
晦
日
と
元

旦
を
遠
い
高
千
穂
の
天
の

岩
戸
神
社
迎
え
ら
れ
る
こ

と
は
二
度
な
い
か
も
知
れ

な
い
。

天の岩戸神社

入
っ
た
頃
日
没
に
な
る
。
今
日
の
目
的
地
宮
崎
市
ま
で
が
届
か
ず
そ
の
ま
ま
行
く
か
迷
っ
て
た
ら
Ｙ
Ｈ
の
看
板

発
見
。
こ
ん
な
所
に
Ｙ
Ｈ
が
日
南
市
大
堂
津
猪
崎
鼻
Ｙ
Ｈ
と
あ
る
。
立
寄
っ
て
申
し
込
む
と
気
持
好
く
Ｏ
Ｋ
。

こ
の
Ｙ
Ｈ
は
で
き
た
ば
か
り
の
新
し
い
宿
舎
で
案
内
ブ
ッ
ク
に
は
ま
だ
記
さ
れ
て
な
い
。
親
切
な
管
理
人
様
の

奥
様
と
娘
さ
ん
で
運
営
し
て
い
た
。
泊
り
客
は
一
〇
名
位
で
食
後
管
理
人
様
の
家
族
を
交
え
ス
ト
ー
ブ
を
囲
み

夜
十
一
時
ま
で
楽
し
く
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
。
そ
の
中
で
日
の
出
が
最
高
と
言
う
猪
崎
鼻
岬
が
す
ぐ
そ
こ
と
教
わ
る
。

神楽殿（天の岩戸神社）

昭
和
四
十
一
年
元
旦
　
晴

　
Ｙ
Ｈ
大
和
屋
を
午
前
九
時
出
発
。
寝
不
足
の
中
阿
蘇
に
向
う
。
今
日
は
阿
蘇
の
先
瀬
ノ
本
高
原
で
泊
る
予
定

で
走
る
。
前
日
の
続
き
で
山
登
り
の
悪
路
舗
装
な
し
の
道
。
途
中
高
千
穂
か
ら
高
森
へ
行
く
軽
ト
ラ
に
乗
せ
て

も
ら
う
。
曲
が
り
く
ね
っ
た
山
道
を
高
森
ま
で
夕
べ
の
寝
不
足
が
大
変
助
か
っ
た
。
こ
れ
よ
り
阿
蘇
ま
で
近
道

の
右
廻
り
と
左
廻
り
と
に
分
か
れ
る
。
予
定
の
近
道
は
崖
崩
れ
の
為
通
行
止
に
な
り
仕
方
な
く
遠
回
り
の
左
へ
。

道
は
相
変
わ
ら
ず
舗
装
な
し
の
悪
路
が
続
く
。

ス
ピ
ー
ド
は
出
せ
な
い
。
空
は
雪
模
様
ち
ら
ち

ら
と
顔
面
を
撫
で
る
。
ほ
と
ん
ど
人
が
い
な
い

阿
蘇
の
麓
を
の
ろ
の
ろ
進
む
。
昼
頃
や
っ
と
の

思
い
で
九
州
横
断
道
路
に
出
た
。
さ
す
が
と
言

い
た
い
所
だ
が
普
通
の
舗
装
道
路
と
変
わ
り
な

い
が
助
か
る
。
景
色
は
最
高
。
遠
く
外
輪
山
の

頂
上
ま
で
続
い
て
い
る
。
観
光
バ
ス
や
乗
用
車

が
点
々
と
つ
ら
な
っ
て
い
る
様
を
一
望
に
眺
め

あ
の
頂
上
ま
で
こ
の
自
転
車
で
登
る
の
か
気
が

遠
く
な
る
思
い
だ
。
そ
れ
で
も
長
い
長
い
外
輪

山
の
坂
道
を
登
り
き
る
と
前
方
の
山
の
頂
上
に
雪
の
か
ぶ
っ
た
山
が
久
住
山
。
そ
の
麓
に
瀬
ノ
本
高
原
と
称
し
、

樹
木
は
な
く
、
黄
色
の
枯
草
一
面
の
広
々
と
し
た
大
自
然
の
中
を
観
光
バ
ス
、
乗
用
車
の
列
や
景
色
を
見
遣
り

な
が
ら
我
が
自
転
車
は
走
る
。
自
動
車
は
こ
ち
ら
を
珍
し
そ
う
に
眺
め
な
が
ら
猛
ス
ピ
ー
ド
で
走
り
去
っ
て
行

く
。
久
住
山
の
手
前
料
金
所
左
に
三
愛
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
美
し
い
建
物
が
在
る
。
そ
こ
を
左
に
曲
り
瀬
ノ
本
高

原
Ｙ
Ｈ
に
着
く
。
夕
方
六
時
三
十
名
程
の
宿
泊
者
と
食
事
を
す
ま
せ
る
。
こ
こ
は
高
原
の
為
気
温
が
マ
イ
ナ
ス

一
七
度
位
ま
で
下
が
る
の
で
バ
イ
ク
の
オ
イ
ル
も
凍
る
こ
と
も
。
寝
る
時
は
全
員
に
湯
タ
ン
ポ
が
借
り
ら
れ
る
。

前
日
余
り
寝
て
な
い
の
で
早
く
寝
る
事
に
す
る
。

二
日
　
晴

　
朝
日
が
高
原
の
上
に
真
赤
な
大
き
な
顔
を
出
す
。
気
温
は
氷

点
下
十
数
度
の
寒
さ
の
中
八
時
出
発
す
る
。
久
住
山
の
牧
ノ
戸

峠
を
登
る
。
頂
上
は
樹
氷
が
き
れ
い
。
道
路
端
に
は
残
雪
も
。

そ
の
後
い
く
つ
か
の
峠
を
越
え
二
つ
の
池
の
あ
る
由
布
院
温
泉

か
ら
下
り
を
飛
ば
し
て
湯
布
院
町
に
入
る
。
前
方
は
黄
色
一
色

の
鶴
見
岳
が
あ
る
。
眺
め
の
い
い
山
だ
。
今
日
は
天
候
が
い
い

の
で
別
府
方
面
か
ら
家
族
連
の
自
動
車
が
非
常
に
多
く
山
の
中

腹
に
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
車
を
停
め
景
色
を
眺
め
た
り
、
記
念
写
真
を
撮
っ
た
り
の
ラ
ッ
シ
ュ
の
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン

で
あ
る
。
曲
り
曲
り
頂
上
に
辿
り
着
く
遥
か
眼
下
に
別
府
の
町
と
海
が
見
え
る
。
や
っ
と
終
点
ま
で
来
た
か
と

感
じ
た
。
体
の
緊
張
が
緩
む
。
こ
れ
か
ら
別
府
の
町
ま
で
急
な
下
り
坂
だ
。
途
中
地
獄
巡
り
を
見
物
す
る
。
正

月
の
為
か
多
く
の
人
で
賑
わ
っ
て
い
る
。
午
後
二
時
海
岸
通
り
の
別
府
港
に
着
く
。
高
松
ま
で
の
自
転
車
の
運

搬
を
交
渉
す
る
が
船
で
は
送
れ
な
い
と
の
事
で
、
駅
に
行
き
手
配
を
済
ま
す
。
一
段
落
し
て
リ
ュ
ッ
ク
を
背
負

い
正
月
の
賑
や
か
な
商
店
街
を
見
て
廻
る
。
観
光
の
町
だ
け
に
土

産
物
の
店
が
軒
を
連
ね
て
い
る
。
最
後
は
温
泉
の
町
別
府
や
か
ら

十
四
日
間
の
旅
の
疲
れ
を
癒
す
為
銭
湯
へ
。
本
物
の
温
泉
な
の
だ
。
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を
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と
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踏
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五
ヶ
瀬
川
沿
を
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登
り
と
な
る
。
途
中
珍
し
く
女
性
サ
イ
ク

リ
ン
旅
行
者
と
す
れ
違
う
。
な
か
な
か
の
美
女
だ
思
わ
ず
オ

ス
！
と
挨
拶
入
れ
る
美
女
は
こ
ん
に
ち
は
と
声
を
残
し
て
坂

を
下
っ
て
い
っ
た
。
悪
路
を
登
り
下
り
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て
進
む
。
天
の
岩

戸
神
社
に
二
時
頃
着
く
。
本
神
社
や
天
安
河
原
の
仰
慕
。
そ

の
他
中
に
は
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
石
刀
の
出
土
品
な
ど

見
学
し
、
高
千
穂
に
向
う
。
谷
間
に
お
り
滝
や
神
秘
な
雰
囲

気
の
漂
う
水
面
。
そ
こ
に
は
ボ
ー
ト
も
浮
ん
で
い
る
。
今
日

の
宿
舎
は
大
利
屋
Ｙ
Ｈ
へ
。
午
後
六
時
全
国
か
ら
今
日
の
大

晦
日
を
ね
ら
っ
て
集
ま
っ
た
三
〇
名
位
の
人
達
と
一
緒
に
食

事
す
る
。
中
に
北
海
道
か
ら
の
二
人
組
女
性
。
九
州
は
暖
か

い
と
思
い
来
た
が
寒
い
の
で
驚
い
た
と
言
う
。
食
後
全
員
で

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
。
そ
の
後
Ｎ
Ｈ
Ｋ
紅
白
を
楽
し
む
。
十

一
時
頃
か
ら
元
旦
に
か
け
日
本
で
最
初
に
神
様
が
降
り
た
っ
た
天
の
岩
戸
神
社
へ
神
楽
を
見
に
行
く
。
場
所
は

洞
穴
又
は
洞
窟
の
よ
う
な
所
へ
。
本
日
は
特
別
に
天
鈿
女
命
の
舞
と
手
力
男
命
の
舞
を
他
二
番
の
四
番
を
見
せ
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れ
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と
の
事
で
あ
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。
こ
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は
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下
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も
男
だ
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、
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一
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が
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と
の
事
で
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る
。

夜
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の
寒
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中
一
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の
人
達
が
熱
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を
聞
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が
ら
鑑
賞
し
た
。
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が
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と
元
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の
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十
五
分
。
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の
場
で

お
酒
を
戴
き
初
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を
済
ま

す
。
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に
大
晦
日
と
元

旦
を
遠
い
高
千
穂
の
天
の

岩
戸
神
社
迎
え
ら
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る
こ

と
は
二
度
な
い
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も
知
れ

な
い
。
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ち
ら
ち

ら
と
顔
面
を
撫
で
る
。
ほ
と
ん
ど
人
が
い
な
い

阿
蘇
の
麓
を
の
ろ
の
ろ
進
む
。
昼
頃
や
っ
と
の

思
い
で
九
州
横
断
道
路
に
出
た
。
さ
す
が
と
言

い
た
い
所
だ
が
普
通
の
舗
装
道
路
と
変
わ
り
な

い
が
助
か
る
。
景
色
は
最
高
。
遠
く
外
輪
山
の

頂
上
ま
で
続
い
て
い
る
。
観
光
バ
ス
や
乗
用
車

が
点
々
と
つ
ら
な
っ
て
い
る
様
を
一
望
に
眺
め

あ
の
頂
上
ま
で
こ
の
自
転
車
で
登
る
の
か
気
が

遠
く
な
る
思
い
だ
。
そ
れ
で
も
長
い
長
い
外
輪

山
の
坂
道
を
登
り
き
る
と
前
方
の
山
の
頂
上
に
雪
の
か
ぶ
っ
た
山
が
久
住
山
。
そ
の
麓
に
瀬
ノ
本
高
原
と
称
し
、

樹
木
は
な
く
、
黄
色
の
枯
草
一
面
の
広
々
と
し
た
大
自
然
の
中
を
観
光
バ
ス
、
乗
用
車
の
列
や
景
色
を
見
遣
り

な
が
ら
我
が
自
転
車
は
走
る
。
自
動
車
は
こ
ち
ら
を
珍
し
そ
う
に
眺
め
な
が
ら
猛
ス
ピ
ー
ド
で
走
り
去
っ
て
行

く
。
久
住
山
の
手
前
料
金
所
左
に
三
愛
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
美
し
い
建
物
が
在
る
。
そ
こ
を
左
に
曲
り
瀬
ノ
本
高

原
Ｙ
Ｈ
に
着
く
。
夕
方
六
時
三
十
名
程
の
宿
泊
者
と
食
事
を
す
ま
せ
る
。
こ
こ
は
高
原
の
為
気
温
が
マ
イ
ナ
ス

一
七
度
位
ま
で
下
が
る
の
で
バ
イ
ク
の
オ
イ
ル
も
凍
る
こ
と
も
。
寝
る
時
は
全
員
に
湯
タ
ン
ポ
が
借
り
ら
れ
る
。

前
日
余
り
寝
て
な
い
の
で
早
く
寝
る
事
に
す
る
。

二
日
　
晴

　
朝
日
が
高
原
の
上
に
真
赤
な
大
き
な
顔
を
出
す
。
気
温
は
氷

点
下
十
数
度
の
寒
さ
の
中
八
時
出
発
す
る
。
久
住
山
の
牧
ノ
戸

峠
を
登
る
。
頂
上
は
樹
氷
が
き
れ
い
。
道
路
端
に
は
残
雪
も
。

そ
の
後
い
く
つ
か
の
峠
を
越
え
二
つ
の
池
の
あ
る
由
布
院
温
泉

か
ら
下
り
を
飛
ば
し
て
湯
布
院
町
に
入
る
。
前
方
は
黄
色
一
色

の
鶴
見
岳
が
あ
る
。
眺
め
の
い
い
山
だ
。
今
日
は
天
候
が
い
い

の
で
別
府
方
面
か
ら
家
族
連
の
自
動
車
が
非
常
に
多
く
山
の
中

九州横断道路を別府へ

腹
に
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
車
を
停
め
景
色
を
眺
め
た
り
、
記
念
写
真
を
撮
っ
た
り
の
ラ
ッ
シ
ュ
の
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン

で
あ
る
。
曲
り
曲
り
頂
上
に
辿
り
着
く
遥
か
眼
下
に
別
府
の
町
と
海
が
見
え
る
。
や
っ
と
終
点
ま
で
来
た
か
と

感
じ
た
。
体
の
緊
張
が
緩
む
。
こ
れ
か
ら
別
府
の
町
ま
で
急
な
下
り
坂
だ
。
途
中
地
獄
巡
り
を
見
物
す
る
。
正

月
の
為
か
多
く
の
人
で
賑
わ
っ
て
い
る
。
午
後
二
時
海
岸
通
り
の
別
府
港
に
着
く
。
高
松
ま
で
の
自
転
車
の
運

搬
を
交
渉
す
る
が
船
で
は
送
れ
な
い
と
の
事
で
、
駅
に
行
き
手
配
を
済
ま
す
。
一
段
落
し
て
リ
ュ
ッ
ク
を
背
負

い
正
月
の
賑
や
か
な
商
店
街
を
見
て
廻
る
。
観
光
の
町
だ
け
に
土

産
物
の
店
が
軒
を
連
ね
て
い
る
。
最
後
は
温
泉
の
町
別
府
や
か
ら

十
四
日
間
の
旅
の
疲
れ
を
癒
す
為
銭
湯
へ
。
本
物
の
温
泉
な
の
だ
。
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八
時
三
五
〇
円
の
ホ
テ
ル
を
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り
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の
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粧
の
整
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た
町
中
を
高
千
穂
へ
と
ペ
ダ
ル
を
踏
む
。

五
ヶ
瀬
川
沿
を
山
登
り
と
な
る
。
途
中
珍
し
く
女
性
サ
イ
ク

リ
ン
旅
行
者
と
す
れ
違
う
。
な
か
な
か
の
美
女
だ
思
わ
ず
オ

ス
！
と
挨
拶
入
れ
る
美
女
は
こ
ん
に
ち
は
と
声
を
残
し
て
坂

を
下
っ
て
い
っ
た
。
悪
路
を
登
り
下
り
し
て
進
む
。
天
の
岩

戸
神
社
に
二
時
頃
着
く
。
本
神
社
や
天
安
河
原
の
仰
慕
。
そ

の
他
中
に
は
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
石
刀
の
出
土
品
な
ど

見
学
し
、
高
千
穂
に
向
う
。
谷
間
に
お
り
滝
や
神
秘
な
雰
囲

気
の
漂
う
水
面
。
そ
こ
に
は
ボ
ー
ト
も
浮
ん
で
い
る
。
今
日

の
宿
舎
は
大
利
屋
Ｙ
Ｈ
へ
。
午
後
六
時
全
国
か
ら
今
日
の
大

晦
日
を
ね
ら
っ
て
集
ま
っ
た
三
〇
名
位
の
人
達
と
一
緒
に
食

事
す
る
。
中
に
北
海
道
か
ら
の
二
人
組
女
性
。
九
州
は
暖
か

い
と
思
い
来
た
が
寒
い
の
で
驚
い
た
と
言
う
。
食
後
全
員
で

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
。
そ
の
後
Ｎ
Ｈ
Ｋ
紅
白
を
楽
し
む
。
十

一
時
頃
か
ら
元
旦
に
か
け
日
本
で
最
初
に
神
様
が
降
り
た
っ
た
天
の
岩
戸
神
社
へ
神
楽
を
見
に
行
く
。
場
所
は

洞
穴
又
は
洞
窟
の
よ
う
な
所
へ
。
本
日
は
特
別
に
天
鈿
女
命
の
舞
と
手
力
男
命
の
舞
を
他
二
番
の
四
番
を
見
せ

て
く
れ
る
と
の
事
で
あ
る
。
こ
の
神
楽
は
本
来
十
一
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下
旬
頃
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ら
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に
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け
農
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で
夕
方
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始
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り

翌
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の
昼
頃
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続
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る
。
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を
す
る
時
は
、
舞
も
男
だ
け
、
家
事
一
切
男
が
す
る
と
の
事
で
あ
る
。

夜
中
の
寒
い
中
一
〇
〇
人

程
の
人
達
が
熱
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説
明

を
聞
き
な
が
ら
鑑
賞
し
た
。
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が
終
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と
元
旦
の
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時
十
五
分
。
そ
の
場
で

お
酒
を
戴
き
初
詣
を
済
ま

す
。
偶
然
に
大
晦
日
と
元

旦
を
遠
い
高
千
穂
の
天
の

岩
戸
神
社
迎
え
ら
れ
る
こ

と
は
二
度
な
い
か
も
知
れ

な
い
。
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ま
で
近
道

の
右
廻
り
と
左
廻
り
と
に
分
か
れ
る
。
予
定
の
近
道
は
崖
崩
れ
の
為
通
行
止
に
な
り
仕
方
な
く
遠
回
り
の
左
へ
。

道
は
相
変
わ
ら
ず
舗
装
な
し
の
悪
路
が
続
く
。

ス
ピ
ー
ド
は
出
せ
な
い
。
空
は
雪
模
様
ち
ら
ち

ら
と
顔
面
を
撫
で
る
。
ほ
と
ん
ど
人
が
い
な
い

阿
蘇
の
麓
を
の
ろ
の
ろ
進
む
。
昼
頃
や
っ
と
の

思
い
で
九
州
横
断
道
路
に
出
た
。
さ
す
が
と
言

い
た
い
所
だ
が
普
通
の
舗
装
道
路
と
変
わ
り
な

い
が
助
か
る
。
景
色
は
最
高
。
遠
く
外
輪
山
の

頂
上
ま
で
続
い
て
い
る
。
観
光
バ
ス
や
乗
用
車

が
点
々
と
つ
ら
な
っ
て
い
る
様
を
一
望
に
眺
め

あ
の
頂
上
ま
で
こ
の
自
転
車
で
登
る
の
か
気
が

遠
く
な
る
思
い
だ
。
そ
れ
で
も
長
い
長
い
外
輪

山
の
坂
道
を
登
り
き
る
と
前
方
の
山
の
頂
上
に
雪
の
か
ぶ
っ
た
山
が
久
住
山
。
そ
の
麓
に
瀬
ノ
本
高
原
と
称
し
、

樹
木
は
な
く
、
黄
色
の
枯
草
一
面
の
広
々
と
し
た
大
自
然
の
中
を
観
光
バ
ス
、
乗
用
車
の
列
や
景
色
を
見
遣
り

な
が
ら
我
が
自
転
車
は
走
る
。
自
動
車
は
こ
ち
ら
を
珍
し
そ
う
に
眺
め
な
が
ら
猛
ス
ピ
ー
ド
で
走
り
去
っ
て
行

く
。
久
住
山
の
手
前
料
金
所
左
に
三
愛
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
美
し
い
建
物
が
在
る
。
そ
こ
を
左
に
曲
り
瀬
ノ
本
高

原
Ｙ
Ｈ
に
着
く
。
夕
方
六
時
三
十
名
程
の
宿
泊
者
と
食
事
を
す
ま
せ
る
。
こ
こ
は
高
原
の
為
気
温
が
マ
イ
ナ
ス

一
七
度
位
ま
で
下
が
る
の
で
バ
イ
ク
の
オ
イ
ル
も
凍
る
こ
と
も
。
寝
る
時
は
全
員
に
湯
タ
ン
ポ
が
借
り
ら
れ
る
。

前
日
余
り
寝
て
な
い
の
で
早
く
寝
る
事
に
す
る
。

二
日
　
晴

　
朝
日
が
高
原
の
上
に
真
赤
な
大
き
な
顔
を
出
す
。
気
温
は
氷

点
下
十
数
度
の
寒
さ
の
中
八
時
出
発
す
る
。
久
住
山
の
牧
ノ
戸

峠
を
登
る
。
頂
上
は
樹
氷
が
き
れ
い
。
道
路
端
に
は
残
雪
も
。

そ
の
後
い
く
つ
か
の
峠
を
越
え
二
つ
の
池
の
あ
る
由
布
院
温
泉

か
ら
下
り
を
飛
ば
し
て
湯
布
院
町
に
入
る
。
前
方
は
黄
色
一
色

の
鶴
見
岳
が
あ
る
。
眺
め
の
い
い
山
だ
。
今
日
は
天
候
が
い
い

の
で
別
府
方
面
か
ら
家
族
連
の
自
動
車
が
非
常
に
多
く
山
の
中

腹
に
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
車
を
停
め
景
色
を
眺
め
た
り
、
記
念
写
真
を
撮
っ
た
り
の
ラ
ッ
シ
ュ
の
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン

で
あ
る
。
曲
り
曲
り
頂
上
に
辿
り
着
く
遥
か
眼
下
に
別
府
の
町
と
海
が
見
え
る
。
や
っ
と
終
点
ま
で
来
た
か
と

感
じ
た
。
体
の
緊
張
が
緩
む
。
こ
れ
か
ら
別
府
の
町
ま
で
急
な
下
り
坂
だ
。
途
中
地
獄
巡
り
を
見
物
す
る
。
正

月
の
為
か
多
く
の
人
で
賑
わ
っ
て
い
る
。
午
後
二
時
海
岸
通
り
の
別
府
港
に
着
く
。
高
松
ま
で
の
自
転
車
の
運

搬
を
交
渉
す
る
が
船
で
は
送
れ
な
い
と
の
事
で
、
駅
に
行
き
手
配
を
済
ま
す
。
一
段
落
し
て
リ
ュ
ッ
ク
を
背
負

い
正
月
の
賑
や
か
な
商
店
街
を
見
て
廻
る
。
観
光
の
町
だ
け
に
土

産
物
の
店
が
軒
を
連
ね
て
い
る
。
最
後
は
温
泉
の
町
別
府
や
か
ら

十
四
日
間
の
旅
の
疲
れ
を
癒
す
為
銭
湯
へ
。
本
物
の
温
泉
な
の
だ
。

後
記

　
十
二
月
二
十
日
徳
島
を
出
発
し
、
前
半
は
天
候
が
悪
く
苦
し
い
旅
だ
っ
た
。
長
崎
か
ら
の
後
半
は
快
晴
の
連

続
で
全
般
的
に
恵
ま
れ
た
旅
だ
っ
た
。
九
州
は
殆
ん
ど
初
め
て
の
土
地
が
多
く
、
期
待
で
胸
の
ふ
く
ら
む
思
い

だ
っ
た
。
名
所
、
旧
跡
、
自
然
、
各
地
の
人
々
、
こ
ん
な
経
験
ま
た
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
が
将
来
役
に
立
っ

て
い
る
だ
ろ
う
か
。
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